






最先端の技術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高い生産性を実現すること。 
それが、人と技術の理想をめざす 
日立の「インターフェイス」の願いです。 


Interface 

インターフェイスは〇'人と技術の理想をめざす"日立のスローガンです > 


株式會社日五：製彳甴所宣伝部〒 101 東京都千代田区神田駿河台四丁目 6 番地電話 （ 03 ) 258 - 1 111 (大代） 








渡辺和美翮会長を偲ぶ 

财日本ハンドボール協会副会長 荒川清美 



渡辺和美副会長が亡くなられた。日本ハン 
ドボール界が切望していた「実業団」の本格 
的な スタ— 卜を試みられ、国際的な舞台でも 
存分の活躍された故人の生前の業績を、心か 
ら讃え、追悼の意を表するものです。 

私が、渡辺副会長と初めてお目にかかった 
のは、 もう 30年 も 前のことでしょうか。それ 
まで学生チームの金盛であった斯界に「大崎 
電気」を送りこまれ、新たな時代の開幕に、 
なみなみならぬ意欲を示された時でした。 

そうした背景から、渡辺副会長は、実業団 
球界のリーダーとなられ、私が全日本学連の 
理事長をつとめた 40 年代には、全日本実連の 
理事長(初代)に就かれて、互いに、対岸か 
ら、その動きを認め合うことになりました。 

オリンピック 競技に定着することから、国 
際ハンドボール界の進出を企て、モントリオ 
丨ル •オリンピックを 前に、二つの大きな思 
い出を刻んだのは忘れられません。 

一つは、国際ハンドボール連盟が、新設の 
女子をョーロッパ勢で固めかけたのに対し、 
当時、日本協会理事長の任にあった私は不満 
を抱き、なんとか日本の出場する策はないか 
と考えこんでいました。その結果、アジアか 
ら直接は ムリと しても、ョーロッバ以外から 
も一ないしニケ国の出場枠をと思い、すでに 
国際連盟理事となっていた渡辺氏に相談、 
「三大陸代表」設定へとこぎつけたのです。 

初の「三大陸代表」のアジア予選が、思い 
もかけぬ事態となったのは、それから1年後 
でした。 

中東戦争のあおりでィスラエルと日本の対 
戦に安全を期するため、非公開で行うことに 
なった。いわゆる「密室試合」事件です。 

日本女子をなんとかモントリオールへと願- 


う私の意思を、 渡辺氏が国際連盟に掛け合い 
このような 異例の試合になったわけですが、 
開催までの苦労はなみたいではなく、当時の 
思い出をゆっくり話し合う機会もないまま、 
他界されたのはかえすがえすも残念な ことで 
あります。 

渡辺副会長は財界人、実業人らしく、時に 
慎重、時に即断で コトに 当たられていました。 

スポーツ界 は、 どちらかと いえば、伝統や 
習慣が先行しますので、私と意見がすれ違う 
こともなかつ たといえません。 

アジア球界の確立というテーマでは、渡辺 
副会長も私も、同じ志向を抱いていましたが、 
その方法では、色合いがちがい、それが二人 
の間の"対立〃として、多くの方に映ったの 
も、否めない事実です。 

極東だけのアジア連盟ではなく、中東諸国 
にも呼びかけてのアジア連盟をとしていた私 
の願いは、クウエートなどによって、突然の 
ように〃成立，しましたが、渡辺副会長は、 
当初から、そこまでの拡がりを待たず、極東 
だけですぐにでもと構想されていたようです。 

ご承知のように、アジア球界は大きく成長 
し、いま改めて、中東、極東の三地域別建て 
が論議されはじめようとしています。 

渡辺副会長が元気を取り戻され、新たな視 
点で話し合うのを期待していましたが、それ 
もかなわぬ ことと なりました。 

渡辺副会長が夢とされた「実業団」全盛期 
は確固たる基盤のもとに花が咲き、国際進出 
にも、いくつかの芽生えがあります。 

ご遺志を継いで、世界のなかでの日本ハン 
ドボ—ルの確立を遂げることをお誓いし、お 
別れのことばにさせていただきたいと思いま 
ず。渡辺副会長、安らかにお眠り下さい。 








CU 巡目を迎えた京都国体 
各撞目で大熱戰を展開 


2巡回目に入った国民体育大会、 
第 43 回京都国体は、 10 月 16 日から 
20 日までの 5 日間、京都府八幡市 
民体育館など 5 会場で熱戦を繰り 
広げた。 

今大会から新たに成年男子2部 
が設けられ、男女 5 種目で衆冠を 


争われたが、成年男子1部は埼玉 
(大崎電気)、成年女子は茨城 
(日本ビ クター)、 成年男子 2 部 
は京都(京都クラブ)、少年男子 
は大阪(選抜)少年女子は東京 
(東京都少年女子)がそれぞれ優 
勝を飾つた。 


成年男子-—部 


■回戦 


沖縄 7 18188 香川 
(浦添ク )3 1 19 —lo j 1 (讃岐ク) 

〔戦評〕開始2分、速攻で先取し 
た沖縄は、粘りのあるディフェン 

スと東江を中心とした攻撃で着実 
に加点する。一方香川は' 攻守と 
もにミスが多く、特に攻撃のリズ 
ムが取れないまま前半を終了する。 

後半に入ってもリズムに乗れな 
い香川に対し沖縄は速攻と巧みな 
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パスワークで得 Jo 〗 し、良いスタ— 
卜で第 I 戦を勝った。 
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大 阪7「1911316北海道 
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〔戦評)前半20分頃まで三浦の口 
ングシユートなどで 11111 と健闘 
した北海道であったが、その後地 
力に勝る大阪が辻本の速攻などで 
6点を連取し、ゲ—ムの主導権を 
握った。後半も大阪ぺースは崩れ 
ず、 37126 で大阪が勝利を得た。 


ィフェンスに屈した。 

但寸000610124202 
?) 藤木悟井市池行伸淳雅将館 
群々坂 部部木木坂 
ほ佐佐早高岡菊阿阿鈴鈴早柏 

K P (審 Lmfffl 一 
G F 丸谷 J 

S 幡場本幸木口本村野間川本 

荷 合 
S 小馬松三桐森三今百中吉山 
#0024 10 1222482 


8 

T 

P 

⑷ 

37 


埼 玉—「 2311 ?富 山 
丨 (cr ■ 


〔戦評〕広島' ( i ポストなどをぅま 
く使い、着実に加点していくが、 
一方の沖縄も喜舎場、東江を中心 

にスピードあるブレーで食いつい 
ていくが、ディフェンスカの差が 
あり、追撃はならなかった。 
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〔戦評〕地力に勝る埼玉が、スピ 
I ディな攻撃で着実に加点し、前 
半を23—8と大きくリード。後半 
に入っても、高い守りと速いディ 
フェンスのつめで富山に十分な攻 
撃をさせず、速攻につなぎ得点し 
た。スコアーは大差になったが、 
富山は終了の笛まで本当によく健 
闘した。 
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〔戦評〕前半15分過ぎまで一進一 
退の状態から京都の前に出るデイ 
フェンスが決まり出し' 速攻コン 
ビプレーが決まり出した。岩手も 
高井のロングで追うが、京都のデ 
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〔戦評〕大阪は、三重の厚いディ 
フェンスに攻撃を阻まれ、攻撃の 
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成年男子】部は広島が制す 
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〔戦評〕京都は開始1分、今村の 
ロングで幸先良いスタ—卜を切つ 
たが、三重は日本リーグ1部の実 
力を見せっけ、22—7の大差で前 
半終了。 

後半は京都も粘りを見せ、三重 
に食いつき最後まで勝負をあきら 


力の差により、愛知が大差で逃げ 
切った。 
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〔戦評〕前半、愛知は速攻、ロン 
グ、ポストなど多様な攻めとディ 
フヱンスカの差で17—14と大量リ 
—ドで折り返した。後半、10分間 
は宮城はヵットやポストプレーで 
愛知を押し気味で試合が運ばれた。 
しかし、愛知も14分過ぎより速攻 
を中心に着実に得点を重ねていつ 
た。総合的に速攻とデイフヱンス 
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糸口を.つかめない。一方三重は、 
ディフェンスの早いつぶしからの 
連攻で着実に加点し、 17 —4で前 
半を終了する。後半も三重はぺ一 
スを崩さず33—17で完勝した。 
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〔戦評〕京都がベテラン松本のシ 

. ュートで先制するが、広島は楹原 


のポストシユートなどですぐに逆 
転する。前半10分過ぎまで京都も 
善戦するが、広島の固いディフヱ 
ンスをなかなか突破できず、逆に 
速攻及びロングシユ—卜、サィド 
シユートと左右高低のシユートで 
広島が着々と加点し、リードを広 
げる。後半に入っても、スピ！ド 
テクニックとも広島が良く、京都 
も力一杯シュートへとつなぎ、善 
戦したが、惜しくも敗退した。 
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椅玉 25(10151 112921三重 

〔戦評〕日本リーグの強豪同士の 
対戦となり、顔ぶれもソウル•才 
リンピックのメンバーがずらりと 
名をつらね、迫力あるものとなっ 
た。ゲームは一進一退の好ゲーム 
となったが、埼玉が三重のシュー 
トミスなどをぅまくつなぎ前半で 
1519 と 6 点差をつけて折り返し 
た。後半に入り、三重は0仄橋本 
の堅い守りから再三追いつくチヤ 
ンスがあったが、前半の劣勢を逆 
転するまでには至らず、結局 4 点 
差で埼玉が逃げ切った。 
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〔戦評〕ポストシュートで1点ず 
つ取り合った両チームは、セット 
主体の攻撃で展開し、埼玉は宮下 
のロング、松岡のポストやサイド 


シュ—卜で、一方広島は玉村、荷 
川取のミドルシュートで得点を重 
ねるが、広島に退場者が続出し、 
残り 5 分には 81 12 と 4 点差をつ 
けられて苦しい戦いとなった。 

後半に入っても1点ずつを重ね 
合い、点差は縮まらない。残り 5 
分からは埼玉のぺースになり、広 
島を突き放した。 
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3 位決定戦 


準決勝 
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〔戦評〕前半10分過ぎまでどちら 
も固さが見られ点の動きが少なか 
った。 しかし、 前半20分頃には香 
川が相手のミスからの速攻や河野 
の カットインな どで差をつけ 9— 
5とする。後半、福岡も守りを固め 
尾木の速攻などで15分には10—10 
となる。 しかし、 20分過ぎに福岡 
に守りのミスが出て薮.田が退場、 
ここで再び河野がカットインを決 
めて12|11。その後、0尺沢辺の 
好守などで香川が福岡を押し切〇 
た。 
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〔戦評〕前半は両チ—ムともにミ 

スが目立ち、激しい攻防戦となっ 
た。後半に入って、広島は GKO 
好守と中田のペナルティーなどで 
徐々にぺースに乗り、滋賀をふり 
切った。 

後半途中で2名の退場者を出し 

た滋賀のデイフェンスが悔やまれ 
る.〇 
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〔戦評〕前半、山口の速攻と北海 
道の遅攻で展開するが、両者とも 
シユ I トミスが多く、最終的に山 
口が加点した。 

後半に入っても、前半同様山口 
の速攻でぺースを守った。24112 
で山口が勝つ。 


日一寸000050220030 

IK 松田元原本田道田川馬谷本 


故 


小久村大山鎌海平長相伝藤 


G 


吉田' 
.審 .1 产 


□■] 村直崎田華村田本村沢田田 

匚島 $ 

[0]野中三石中中飯森上国堀福 

#005520430014 


2 


(3) 


T 




24 


ら後半にかけ、スピードとサイド 
シユート、ポスト桜井とのコンビ 
ネーションで前半を 1116 で折り 
返した。後半に入り、愛媛は帰陣 
を早くし、福島の攻撃を防ぎ、逆 
速攻で加点する。中盤以降両チ1 
ムともシュートミスが目立ったが、 
福島は速攻から加点し、粘る愛媛 
を突き放した。 
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(北国銀 s1nl 5_ J 白梅 三英芙会 ) 
〔戦評〕前半、■両チ—ムともょく 
走るが、シユートミスにょり低得 
点のまま展開する。石川が押し気 
味に進めるが、岩手 GK の好守に 
あい苦戦する。22分にやっと5— 
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〔戦評〕開始直後両チームとも固 
さが目立ち、ミスが多く得点につ 
ながらなかったが、学生中心の愛 

媛はフレッシュなプレーが目につ 
いた。一方福島は、前半の中ばか 
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5の同点にし、上田、北川の得点 
にょり 8 — 6 で折り返した。後半 
の石川は北川が着々と加点し、10 
分には13—8と大勢は決した。一 
方岩手も堀米を中心に反撃するが 
走力が前半ほどなく I 9—11 で敗戦 
した。 
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〔戦評〕新潟が先制するが、京都 
も藤田を中心に速攻と巧みなパス 
ヮークで着実に得点し、19—14で 
前半を終了する。 

後半に入っても、新潟の無理な 
シュ—卜を速攻に結びつけ大差で 
地元の応援に応える。 


11 110—81 愛知 

〔戦評〕愛知の先取点で始まり、 

10分までは愛知のぺース。しかし 
その後埼玉も地力を発揮し、接戦 
になる。前半残り20秒で愛知•末 
永のミドルシュートが決まり、愛 
知の1点リ—ドで終了。後半も開 
始早々愛知はペナルティースロー 
で得点し、 そのまま 波に乗る かと 
思われたが、埼玉の高いディフエ 
ンスに阻まれ10分間無得点。その 
間埼玉が5連続得点し、 そのまま 
いくようであった が、愛知も粘る。 
両 チ—ムの GK もよ くと り、 見て 
いて 面白い 試合であったが、結局 
1点差で埼玉が逃げ切った。 


得00115 .2 001001 
5;橋美藤泉塚村藤嵐部井水口 

eft 高堀伊古藤中加五阿坂清川 


IP 


結細‘ 


«] 添本野戸上田辺坂野尾橋本 

CM 畑山矢山池藤渡谷大中小山 
51:003- 


1 

t — t 

T 

P 

9 

3 


栃木 8 f16 —5 一 2昏" 
(昱栃木217|7一1香； 

〔戦評〕栃木•山岸のステップシ 
ュートでスタ丨卜。5分間に相手 
のミスに乗じて4点を連取。香川 
も笠井、木村の頑張りで善戦する 
がミスが多く、ことごとく栃木に 
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得点された。香川の 1 点目は 7 分 
過ぎ、笠井のロングシュートであ 

った。 

後半、栃木は前半の大量リード 
のためか集中力にかけ、 5 分の間 
に 4 点連取された。しかし、 9 分 
に香川•笠井の退場からベースを 
もどし 28112 で栃木が勝った。 

〔戦評〕立ち上がりょり山梨は速 
攻、ミドルシュートは決まり、10 
分過ぎには8彳2とリードするも 
広島は全員がょく走り、コンビブ 
レ' — からポストシュ^卜、中田の 
ミドルシュートで 818 と追いつ 
いたが、残り 5 分間に山梨の速攻 
を許し、 91 14で前半終了。 

後半になると、広島は攻守とも 
山梨の動きに追いつけず、速攻、 
ミドルシュートで加点を許し 、28 


-13で試合終了。 
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〔戦評〕終始熊本べ！スで展開す 
る。速攻、カットワン、ミドル、 


サィドなど多彩な攻撃にょり加点 
する。これに対して山口は相手デ 
ィフェンスの速いプレスを崩し切 
れず、得点のチャンスがあっても 
相手0尺に巧守されたり、ミスに 
より得点することができなかった。 

後半に入り山口の動きも良くな 
つたが、熊本を浮き足たたせるま 
でには至らなかった。 
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〔戦評〕立ち上がり固さが見られ 
たが、 5 分過ぎから茨城はポスト、 
ロング、速攻と多彩な攻めで着々 
加点。福鳥も速い動きで応戦する 
が' ミスが目立ち、茨城の早い帰 
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陣、固いディフヱンスを突破でき 
ず 16 — 8 で前半を終了した。 

後半に入っても、両チームとも 
早い動きで攻防を繰り広げたが、 
福島は茨城の高いディフヱンスを 
攻め切れず、力で押し切られた。 
三 重5 771 5 〇 大 分 
(ジャスコ) 3 ( 181 51 ( 大分選抜) 

〔戦評〕大分は矢田のステップシ 
ユートで先取点をあげるが、三重 
は4分過ぎょり武田の速攻で連続 
得点をあげ、リズムに乗る。その 
後も速攻で加点し、三重が17|5 
で前半を折り返した。 

後半、大分は全員がょく動きセ 
ット攻撃を繰り返すが、三重の堅 
いデイフェンスに阻まれ得点する 
ことができず、三重の速攻に連続 
得点され終了した。 
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ず、' 前半を 11111 で折り返した。 
後半に入ると、2分、石川は北川 
の退場から攻守が乱れ、その間に 
大阪は速攻、 PT で2点を入れた。 
しかし、石川はその後もリズムが 
戻らず、大阪の速攻を許し、終盤 
は大阪のべースに終始した。 
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〔戦 fi 地元京都は声援を背にょ 
く脚を動かし、ディフェンス、才 
フヱンスとも培玉を上回り、前半 
20分まで〇〇—1と大きくリ—ドを 
奪う。20分過ぎからデイフヱンス 
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〔戦評〕お互いにスピ—ディな動 
きでゲームが展開され、大阪は石 
川のデイフヱンスと GK の好守に 
加点できず' 逆に石川も GK にた 
びたび好守され、これも加点でき 
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成年女子は茨城が激戦を勝ち抜く 


西武トラベルでは観光はもちろん、スポーツイベントなど各種 
団涔旅行をはじめ、研修•視察•招待まで、目的や主旨に沿〇 
た企画手配をいたします。安全で快適な旅のパートナーとし 
て、是非西武トラベルをこ利用下さい。 

旅のパートナ 


快適な 

西武トラぺ JIj 

運額大臣登録一般旅行業139号 

社団法人 S 本旅行菜協会 ( JATA ) の正会員です 

新橋営業所 （03) 459-818B 


き放した。 
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〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
動きが悪かったが'10分過ぎょり 
茨城は長田を中心とした速いパス 
ヮークにょり徐々に動きが良くな 
り、確実に加点した。それに対し 
大阪は、丸田を中心にミドル、ポ 
ストと攻撃するが、デイフェンス 
と GK の好守によりなかなか得点 


$力がやや低下したところを埼 
玉もサイドシユート、カットイン 
などで追い上げるが、京都も踏ん 
ぱ〇、5点差で折り返す。後半も 
京都よく動き、自分たちのぺース 
で試合を進めた。 
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21熊 本 


て前半を終了。 

後半に入ると、熊本は積極的に 
シユー トを 放つが、茨城の GKO 
好守にあい得点ができず、その間 
に茨城は確実にシュートを決め、 
リードを広げる。熊本も終盤猛追 
するが一歩及ばず、 22120 で茨城 
が逃げ切った。 


〔戦評〕ロングの大阪、速攻の三 
重の試合は1点を争う白熱したデ 
i ムとなった。両チーム ともに 再 
三ノーマ—クのチャンスを GKO 
好守に阻止され、思うょうに得点 
をあげられない。しかし、セット 
において丸田、襲川という計算で 
きるシュータ—をもつ大阪が残り 
2分、丸田のシュートで三重を突 
き放し、21 —20 で勝利をおさめた。 


51寸〇〇0312131019 
W 本島口内口中田嶋本津山嘉 

け岡川山山江田横野橋武中比 


審 


神财、 


幻口橋藤田川條松本田藤村内 


赚小囊長枝下平根太エ中山 


•633022000 


21 


( 6 ) 


T 


(4) 


23 


山 


梨2981 I 2719栃 木 

〔戦評〕両チ I ムとも動きの良い 
試合となる。その中で山梨は攻守 
に栃木を上回り、着々と得点を重 
ねる。特に、山梨はデイフヱンス 
に優れ、リズムがある攻撃で勝利 
をおさめた。 
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〔戦評〕立ち上がり、茨城はボス 
卜攻撃が成功し、着実に加点した。 
逆に熊本に乱れが目立ち、茨城は 
GK の好守もあり 18 分には9—4 

とリードする。熊本も次第にコン 
ビが合い始め、13—11と追い上げ 
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.〔戦評〕すべり出しは山梨にいつ 
もの調子が見られず、京都は大勢 
の応援にのびのびとプレ—する。 
山梨は海道を中心にロングシユー 
卜、フリ—スロ—と得点を重ね、 
一方京都は池上のボール回しから 
谷坂の速攻、サィドシユートと守 
つては GK の好守で前半は一進一 
退の内容。 

後半は、京都は藤田を中心に力 
ットィン、ロングシユ—卜と得点 
を重ね、山梨はやはり海道を中心 
に攻める。両 GK の好守が試合内 
容を白熱させた。延長戦に入ると 
山梨は海道の4点連取で京都を突 
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〔戦評〕山梨は江原のカットイン、 
一方茨城は長田のペナルティース 
ローなどで両チームとも互角の立 
ち上がりであった。しかし、前半 
20分を過ぎた頃から GK 山口の好 
守からデイフヱンスを固めた茨城 



がスピードに乗った攻撃を展開、 

13—9 で折り返す。 

後半、山梨もコート両サィドを 
有効に使った攻めで対抗、残り6 
分で17—18、15秒で海道のペナル 
ティ ースロ— が決まり、延長へと 
もつれ込んだ。延長に入ると、茨 
城は山梨の守りの甘さをついて 
次々とシュートを決め、小野寺、 
海道などで粘る山梨をふり切った。 
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〔戦評〕先取点は山口。埼玉は5 
分過ぎから得点を重ね。 カットイ 
ンから速攻、両サイドから加点。 
一方山口は着実に得点をあげ、12 
—12で前半を終了。後半は、山口 
が確実に得点を重ねて埼玉を10分 
間ノーゴールに押さえる。椅玉は 
攻撃もディフェンス前でミスが多 


く、逆に山口の速攻を許した。 

山口の勝因は、終始同じぺース 
で攻めたこと。埼玉は、前•後半 
の攻撃にムラがあり過ぎた。 
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〔戦評〕前半の滑り出し富山が北 
海道のミスに乗じた速攻とつなぎ 
で先手をとったが、中盤から後半 
にかけ徐々にぺースを取り戻した 
北海道が次第に追い上げ、前半を 
3点差で終了。後半に入っても前 
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半の3点差が縮まらず、逆に富山 

が引き離して勝利をつかんだ。 

大分 9121111 2宮城 
2 17 _2 


{大分県選抜) 


m 北 学院 大, 


一〇£2会 

〔戦評〕前半、一進一退のゲーム 
展開で大分が20分過ぎまで2点を 
リー ドして いたが、その後宮城 も 
ペナルティースローをきっかけに 
追い上げる。後半、両チームとも 
よく走るが、特に大分がパス及び 
シュ^— 卜を うまくカットし、速^^ 
へと結びつけて着々と加点し、勝 
利を得た。 
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17 12 112 一 5奈 良 
j 2 115 I 13 J 2 ( ゎかくさク) 

(爽風会) 

〔戦評〕前半、奈良が GK 小野の 
好守からスピードに乗った攻めを 
展開すれば、三重も粘り強くボー 
ルをつないで攻撃し、一進一退の 
ゲームが続く。後半、三重は守り 
の荒さから退場者を出し、ぺース 
を崩して奈良に リードを 奪われる 
が残り15分で同点に追いついた。 
その後奈良は畑のミドル、三重は 


に結びつかなかった。 

後半に入っても大阪は本来の力 
を出し切れず、茨城の余裕ある攻 
撃に完敗した。 
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g 見口田瀬村池本辺川瀬田 

は増坂丸赤上小藤渡異木松 
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京都 23 rrf 2 1 l 01 , 0 一20大阪 

〔戦評〕立ち上がりから両チーム 
とも足をょく使った攻撃で1点を 
争ぅ好ゲームであった。勢いに乗 
る京都に軍配が上がった。 





































山下の速攻で加点し、 1 点を争う 
ゲームとなる。結局、三重がノー 
マ I クシュートの確実性で勝利を 
握った。 
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岩 手 99 1 9 一 7 愛 知 
(花卷ク )1 11018J 1 S 知選 S 

〔戦評〕前半立ち上がり10分間、 
双方とも攻めあぐみ、共に得点で 
きなかったが、10分過ぎょり愛知 
がセットブレー でリ！ ドしていつ 
た。しかし、岩手も•速攻、ペナル 
ティーなどで追いつき、 919 の 

同点で折り返した。後半も共に譲 
らず一進 I 退を続けたが、残り10 
分で勝負が決まった。愛知•大原 
の健闘が光っていた。 
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京都三20|26香川 
(京都ク311214」(讃岐ク) 

〔戦評〕地元京都は若い教員チー 
ム、対する香川は大学生を含めた 
選抜チーム。前半スタートから京 
都がスバート。国府の速攻にサィ 
ドから西村、清水が着々と加点。 
選抜チームでコンビ不足の香川は 
高尾のロングで応戦するが、単発 
で京都の GK 山下に守り切られ、 
前半を20—2と大差で折り返した0 
後半に入っても、ミスが多かっ 
たものの京都が差を広げ、緒戦を 
勝利で飾った U 
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熊本 5 f 13l13 l 2 烏取 
(熊本瞀：ク) 2L12I9JJ 境港ク) 

〔戦評〕前半は両チームともスピ 
' —ディな走りとパスワ^~クで1点 
を争ぅ好ゲ ー ムとなった。熊本は 
鳥取のエース児玉をマンツーマン 
ディフヱンスで防御し、得意の速 
攻で得点を重ねたが、鳥取の粘り 
強い攻撃で前半終了寸前に同点と 
した。後半に入ってもシーソーゲ 

—ムとなったが、残り 5 分より熊 
本が連続得点して逃げ切った。 
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栃木 i 13 l 81 9大阪 
(栃の葉ク ) 2 111II1J 大阪教 a: ク ) 

〔戦評〕下馬評では試合巧者の栃 
木が断然有利とされていたが、い 
ざゲ—ムが始まると、大阪のスピ 
1ド感あふれる攻撃になかなか攻 
守の歯車がかみ合わない栃木が苦 
戦を強いられた。前半残り10分で 
大阪のミスをつないだ栃木が速攻 
でよぅやくリズムをつかんだ。攻 
撃にあせりが出てミスの多くなっ 
た大阪だが、後半に入って随所に 
ファイトあふれるプレーを見せ、 
最後まで巻返しを図ったが、前半 
の失点が大きく5点差を縮めるこ 
とができなかった。 
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〔戦評〕前半、出だしから両チー 
ムともょく足が動き、点を取り合 
うという見応えのあるゲ^ —ムとな 
った。三重は平松、大分は源内と 
いう両エースの活躍が目立ってい 
た0 

後半も前半と同様の1点を争う 
ゲームとなったが、最後の最後で 
三重のサウスポ—平山がカットイ 
ンを決め、接戦に結着をつけた。 
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U 大財源足麻石二渡朝山甲 


29 


〔戦評〕前半、山口の固いディフ 
エンスを富山が攻めあぐみ、やや 
雑な展開となり、山口が銳い攻撃 
で速攻などで差々と加点し、 17— 
6と山口のリードで終了する。 

後半に入っても、山口の攻撃は 
衰えず、富山の甘くなったデイフ 
エンスをつき、一方的にリ—ドを 
広げ、富山の追い上げを許さず快 
勝した。 
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京都36一 2115 ;1 88 げ岩手 

〔戦評〕京都は立ち上がり動きの 
良い守りと攻めで得点を重ね、前 
半 7 分過ぎには 6—1 と大きく.リ 
1ド。しかし、12分に加藤が不正 
交代で退場してからリズムが狂い、 
落ち着いたブレーの岩手にじりじ 
りと差を詰められて 16 分には1点 
となった。それでも、 23 分過ぎの 
ペナルティーをきっかけに立ち直 
り、得意の速攻を連発、前半 15— 
〇〇とした。完全にぺースをつかん 
だ京都は、後半に入っても全員が 
よく走り、大量得点をあげて快勝 
した。 
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新設された成年男子2部は、地元•京都が初優勝を飾った 
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得〇 04171 12 31512 


準決勝 


へ7—3 ノ 

hi {Iauf3 1 1 6 J, 

二 | 33 ^6 — 31 2 U 


〔戦評〕三重は開始早々動きの悪 
い山口守備を突破し、5分には4 

-1とリ^ — ドするが、動きの良く 

なった山口は角のミドルで10分に 
は414、15分には8—7と逆転 
する。25分までは得点の取り合い 
となるが、地力に勝る三重は山口 
のミスを得点に結びつけ 17113 で 
前半をリ^~ドする。 

後半になると、三重は平松のミ 
ドルと速攻で加点する。山口は片 
山のロングで5点差までつめるが 
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イージーミスが出て三重が逃げ切 
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26 山 口 


〔戦評〕開始早々、山口が先手を 
とったが、すぐさま栃木がロング 
で取り返し、一進一退のゲームで 
後半勝負になった。 

後半に入っても互角の勝負をし 


たが、わずかに栃木のロングの差 
により3点差をつけた。 


•S 京 都 30 f 51 I 37一20栃 木 


2I13J 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
固さが見られ、思ぅょぅに点が取 
れない。しかし、15分を過ぎてか 
らは京都が GK に山下の好守から 
次第にぺースをつかみ、楠本の口 
ングなどで一気に差を広げた。一 
方栃木も武井のロング、山下の速 
攻で得点するも、京都のスピ—ド 
に乗った攻撃を守り切ることがで 
きず力尽きた。後半中ばくらいか 
ら勝負が決まってしまい、やや面 
白味に欠けたゲームとなったのが 
残念であった。 
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14I8J 

〔戦評〕両チームとも動きが固く、 
ミスの目立った試合運びとなり00 
—8 で前半を終了。後半に入って 
も一進一退のゲームが続いたが、 
三重の退場の間に京都が2点連取 
し、主導権を握った。京都はその 
後じわじわと点差を広げた。 23 分、 
あせりが出始めた三重が2人連続 
で退場となり、試合が決定づけら 
れた。 
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CH 三高平香弥関平松山 


G 


審 




葡下|村1村本產 


京. 
得〇 


久 

山咲国中佐杉池西西楠清加 


04010043532 


6 


T 

P 


22 


残り10分頃ょりリズム感が出てき 
て、ょぅやく財満のシユートなど 
で5点差まで追いつき前半を終了 
した。 

後半に入っても、両チームとも. 
よく走り、スピーデイな攻撃を展 
開するが、地力に勝る栃木が10占一 
差をつけ勝利をものにした。 



木 37 l 2116 M 1511 j 26 ; 1i 本 

〔戦評〕栃木は立ち上がり武井の 
ロングシュ I 卜などで4点を連取 
し、中頃までスピ I デイな攻撃を 
くり返しリズムに乗った0 


熊本は中頃まで栃木の厚いディ 
フェンスに攻撃を阻まれていたが、 
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(全神奈川 )" M 1 E —12 J , J 描! S 議) 
〔戦評〕神奈川は田中のミドルで 
先取点、対する福岡も斉藤の漣攻 
で追いかける とまず は互角のすべ 
り出し。福岡は神奈川の小川を中 
心とした手渡しパスを含めたコン 
ビブレ—に対し才1ルコートプレ 
スにディフェンス隊形にチェンジ。 
15113 と 神奈川リードで前半を折 
り返した。 

後半に入って、ォールコ—トプ 

レスに慣れた神奈川が徐々に加点、 
速攻で追いすがる福岡をふり切つ 
た。 

25 
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一方広島は前半調子が出ず中盤か 
ら終盤にかけて少々上向き得点し 
た。後半に入り、一進一退の攻防 
が続いたが、前半の貯金がそのま 
ま点差となり、三重が勝利をもの 
にした。 
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{三- wi )17 I 81( 広 _ 抜) 

〔戦評〕前半、三重は早いパスワ 
丨クからミドルシュート、ボスト 
プレーと多彩な攻撃で着々と得点、 
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富山 5 ( 10 151 6 北海道 
(全富山 21—6〕1芘1麗 

〔取評〕試合開始とともに両チー 
ムはシユートを乱打するが、決定 
まで行かない。富山のペナルティ 
1スローが決まってからお互いに 
持ち味が出て、富山のフォーメー 
ション、北海道の中央、速攻と互 
角の勝負で前半 10—10。 

後半は富山のディフヱンスも良 
くなり、ボール回しのリズム感が 
出てきて速攻フォーメーションが 
決まり' 着実に加点を続けた。一 
方北海道は焦りが出てシュートも 
単調になり、徐々に引き離されて 
自滅した。 


阪4 TTI 99 熊车 
I . 113 I 10 J 1 
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(大阪選抜) 2 1 13I10J 1_產抜) 

〔戦評〕前半立ち上がりから大阪 
は4点連取し優位に立つが、熊本 
も相手の動きを読めるょぅになつ 
てから追い上げ、1点を争ぅゲ— 
ムとなる。 

後半に なって 熊本は3点連取し 
てがんばるが、パスミスなどが出 
て大阪に6点を連取され、一気に 
勝負がついた。 
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実さ、ミスの少なさで東京が前半 
13—9 とリードを奪つた。 

愛媛のポィントゲッター神野に 
対するしつょぅな東京のディフエ 
ンスが功を奏し、なかなか点差を 
縮めることができない。後半残り 
5分，3分，1分とたて続けに同 
点チャンスをミスでつぶした愛媛 
の善戦むなしく、 22120 で東京が 
擞利をおさめた。 
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[ S 滝近丸平河新伊神大白森池 

,4 I y !■ - 1C- * 

K p f 1 • 島崎 ) 
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#0 051210110200 


20 




1 


22 


但寸〇 4330200100 
g 村川田鹿田藤田士田村浪 

[* 中市山小澤伊藤福珍大大 


東 京 2 13190 愛 媛 
(明星12 19—112 一1浜ェ ® 

〔戦評〕両者ともにチームワーク 
練習量とも十分で、互角の戦いを 
繰り広げたが、コンビプレーの確 
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，触一 


«] 井浅山山田井野本野川田川 

CB 福湯湯片福平大山波小西中 
但寸〇01960011007 


トブレーなどで得点を重ね、前半 
12100 で京都がリ I ド。 

後半に入り、青森は0仄中村の 
好守で中盤までせり合いが続くが、 
京都が後半一気に離した。 

千 葉1 15164 滋 賀 
(千 is 3 116181 ( 滋靈抜) 

〔戦評〕互角のすべり出しであつ 
たが、徐々に千葉がパスヵットか 
らの速攻が決まり出し、さらにゴ 
丨ルエリア前でのフェィントから 
のシュートが得点に結びつき加点 
する。一方滋賀は、デイフェンス 
の甘さとパスワークの不正確さが 
目立ち、攻めあえぐ場面が多くあ 
り敗退した。 


日 一寸 〇 00712011110 
€畑瀬川田場部出田藤藤口 
独森 

£稲川吉森馬服霜飯清佐坂 


4 


京 都 5 T 2 I8 3 青 森 
{京都選抜) 2 1131 5 1 ( 青森) 

〔戦 E 多くの応援が来た京都は 
立ち上がり片山、福田の連続速攻 
で 得点し、自分のぺースに乗れる 
かと思ったが、一方の青森もボス 


1 

T 

P 

( 3 ) 


3 

T 

P 

(5) 


31 

純 


K P -■ ^ i •吉田〕 

G F 〔着太田 j 

山野井藤井井越橋橋本杉 

汗小栗中坂佐中武塚吉高藤村 
#005222132392 

愛 知 ◦10178 沖 

(愛知選抜) 2 1101111( 沖 S 選抜) 

〔戦評〕愛知はサィド、ミドル、 
速攻と多彩な攻撃で得点をねらぅ 
が、沖縄.の GK の好守もありべ一 
スをつかめないまま3点差で前半 
を終つた。 

後半に入り、攻守のリズムを狂 
わせた沖縄のスキをつき7点連取 
し、完全にぺースをつかみ、終了 
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で前半終了。後半に入り、東京逆 
転するが京都連続のペナルティー 
と残り1分、ポストより決定打を 
決め 15112 で京都の勝ち。 


千 


葚5 6 —5 
垄19—9 


14愛 知 


〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
固さが見られ、10分過ぎまで 1— 
1。その後、千葉は長身の高橋を 
中心に得点を重ねリードするが、 

- 愛知もカットイン、速攻などで追 


51寸〇 00300304301 
_野田田村村本々山内羽原 

CS 中嘉光中鈴鳥野本山丹日 


審 


1高 . 

田中‘ 


$山野井藤井井越橋橋本杉 
::小栗中坂佐中武塚吉高藤村 
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い上げ、前半は千葉の1点リード 
で終了。 

後半に入り愛知に退場者があり、 
千葉が確実に得点をあげて差を広 
げたが、愛知も21分過ぎ本山のサ 
イドで攻撃で同点とし、一進一退 
の展開となる。最後は、千葉が中 
井のポストプレーで逃げ切った。 


準決勝 


大阪^ I t 6 15 II 6 13一 2神奈川 

〔戦評〕前半、全員が得点能力の 
ある大阪は、多彩な攻撃で主導権 
を握る展開となり、大阪が2点リ 
I ドで折り返す。神奈川も後半に 
入り、大浦のサイド、田中の カツ 
トインで同点とするが、10分過ぎ 
大阪は速攻などで3点差まで広げ 
る。 しかし、神奈川も早いパスワ 
} クからシュ^卜を決め、再び同 
点とする。結局、終了 3分前、相 
手ミスを確実に決めた大阪が勝利 
をものにした。 


辱〇 06400601020 
1!]!口崎川中澤村沢山倉林浦川 

幟 飛 
S 野岡小田松西小小熊小大石 


t 審 .=1 


g 田端司野本江岡井渕田谷山 
U 吉田庄中芝深森安溝池鴨下 
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千* 1798 M 7 8一 15 京都 


間際まで速攻で粘る沖縄を2点差 
で下した。 

#0 0124601130018 

3 嶺川間袋嶺村保間里波祐 
1-1 1 屋恵 
け畏新當島赤中照奥仲津照(0) 

f ■<■■、,-- I , 

K P-— V t .北山一 T 
G F t * 大原 j P 
. ，,、 > - 1, 

扪野田田村木本々山内羽原⑶ 

CS 中嘉光中鈴鳥野本山丹日 

得001403402 30320 


』 回戦 


神奈川15187|410114|二 


grul 
3PI 


ffooo 310620020 

1 山川 11 
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ill 藤梅蛭加岩高多久稲栗水 
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得 .0033006 0-2010 
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IX 


その後も神奈川必死の攻撃も G K 
に阻まれ、1点を争う展開が最後 
まで続いた。終了直前神奈川•田 
中が劇的なサヨナラシュートで勝 
負を決めた。 


大 


阪 28f 5 M 8 5 


13富 山 


〔戦評〕前半、大阪は安井、中野 
などの活躍により早いパスワーク 
からポスト、サイド、ロングシュ 
1卜などで確実に得点を重ねた。 


また全員が得点できる能力があり 
GK 吉田の好守から速攻で着実に 
得点したのに対し、富山は谷田、 
吉田の個人技に頼りすぎ全体的に 
力不足の感じがした。それだけ大 
阪が攻守に優れ I ていた。 

京都 15-78 II 66 12 東京 

〔戦評〕前半、両チームともセツ 
卜、速攻と互いに白熱した戦いが 
続くが、結局 0916 と京都リード 


#0 020 

111 ) 元川山井谷中里幡谷田田越 
CW 浜堀飯新柿田五江関谷吉横 
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M ] 随林特浦手田茂島井藤代沢 
⑴ M 守小倉三井前種五金遠田島 
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〔戦評〕前半、三重•蛭川、高峰、 
神奈川•小川、小沢を中心とした 
攻防で白熱した展開となった。10 

分まで515、20分に 816 と進 
み、10—7三重が前半をリードし 
た。後半に入り、神奈川は再三速 
攻をするが GK の好守に阻まれ思 
うように得点できない。しかし、 

16 分神奈川•田中、熊倉の連取に 

より 12112 とやつと追いついた。 
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犯井浅山山田井野本野川田川 

棘 多 
35福湯湯片福平大山波小西中 
得〇 00240031203 
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〔戦評〕前半、両チ ー ムともエー 
スの活躍にょり追いつ追われつの 
スタートとなった。京都は、速攻、 
ポストなどチャンスをつくったが、 
干葉の0仄の攻守にょり8|8で 
前半を終了した。 

後半、千葉は長身の高橋がフリ 
1スローからシュートを決めて加 
点していった。一方京都は、千葉 
の堅い守りを攻めあぐみ、2点の 
差をつめることができなかった。 


得〇 〇 

H 井浅山 OI - 田井野本野川田川 

is 相湯湯片福平大山波小西中 
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W 山野井藤井井越橋橋本杉 

V 栗中坂佐中武塚吉高藤村 
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d 位決定戰 


神奈川 22 


、2 - 6 , 

tlol—9 


15 京都 


〔戦評〕前半、京都はいつもより 


号000511001106 

Q 井浅山山田井野本野川田川 

ほ福湯湯片福平大山波小西中 


5 


K 

G 


P 

F 


審 


田中'! T 

尾高 j P 


II] '口崎川中澤村沢山倉林浦川 

嘟 飛 

(■» 野岡小田松西小小熊小犬石 

得〇 08800300030 
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動きが悪く、神奈川に6点差をつ 
けられる。後半立ち上がりにスヵ 
ィプレーを決めムードを盛り上げ 
た京都は3点差までつめ寄るが、 
神奈川も小川を中心にぺースを取 
り戻し、 GK の攻守もあり、前半 
のリードを守って逃げ切る。 


決勝 


大阪 22(1111—11518 千葱 f 

〔戦評〕大阪は1対1のフヱイン 
卜からの攻撃を中、 > L とし、一方千 
葉は高橋のロング、藤本のスピー 
ドブレーを中心とした攻撃で、前 
半は大阪のディフヱンスが固く11 
— 5 で折り返した。しかし、後半 


に入りディフェンスを固めた千葉 
は、パスカットからの速攻、カッ 
トィン、ロングで追い上げ、残り 
7分 15116 と1点差につめ寄った 
が、大阪はミドル、 PT 、 中央か 

らのフリースローフオーメーシヨ 
ンで突き放した。 

#002011021650 
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少年女子 


.回戦 


神奈川 2 13152 熊 本 
( 全神奈川 ) 2917 」 1 蒲本選 S 

〔戦評〕前半、開始早々に熊本は 


#002062001010 

幻下田藤村井本中田本林石代 

S 城岡斉松松杉田鶴橋栗白田 
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清水、 


In 田川上山藤田袋端水口井藤 

[ W 森春井奥佐山島村清山松伊 

但寸〇08415200110 
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滋 賀，； 

S 根商 is 1 


e 静岡 

J 藺選抜 ) 


パ411 V 

〔戦評〕静岡が先行したが、滋賀 
が5分過ぎに追いつきぺースをつ 
かむかに見えたが、ここ一番とい 


ぅときにミスが目立ち、引き離す 
ことができなかった。後半に入り 
12分過ぎまで両チ—ムにミスが目 
立ち、なかなか得点できなかった。 
15分に静岡が追いつき両チ—ム1 
点ずつ加点し、延長に入る。延長 
の後半に入り、滋賀は相手ミスに 
乗じて連続速攻により静岡を突き 
放した。 


得005300214100 
の本野會里宮口木月村島畑嵐 

I 坂海上月一畑青望北森添五 
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審 


茨木 1 T 
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g 圓棚矢山嶋越山吉山浅松井 
得0 0 2 


( 2 ) 


9 


U ングで先制、しかし神奈川は5 
分を過ぎた頃より固さがほぐれ、 
随所に好プレーを展開、ポスト、 
ロング、速攻と着実に加点し、13 
15で終了。 

後半に入り、熊本もよく走り互 
角に戦うが、前半の失点が大きく 
ひびき、初戦突破はならなかった。 

、 10lc 


京 都 ou— 62 北海道 
S 都選： S 29 I6T 蓮選抜) 

〔戦評〕1年生を主体とした若い 
チーム•北海道は、ゲーム開始か 
らセット戦に持ち込もうとした。 
一方、地元の声援を背景に京都は 
速い展開から、ロングシュート、 


辱〇0104232000 
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S 3 谷 
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カット ィンと 速攻戦を企図した。 
結果は、京都が終始リードし、ま 
ず緒戦を突破した。北海道に惜し- 
まれるのは、 ポスト、 カットィン 
にこだわりすぎたことである。後 
半、 ミ ドルシュ ー トを 狙ったが、 
時すでに遅しの感があった。 

宮 城 68—74 愛 媛 
( 全宮城 ) 11817」1{今治 南 高) 

〔戦評〕開始10分、両チームとも 
にシ ユ—ト チャンスをつかむが、 
得点に結びつかない。宮城は主将 
の片倉からのボール回しからの口 
ングシュ—卜に対し、愛媛は早い 
パス回しからの速攻の攻撃で 8— 
7で宮城リードで前半終了。 

後半も宮城は片倉を中心に攻撃 
し、2点リードで宮城が勝った。 
愛媛は全員がよく走ってシュ—卜 
チャンスまではパスはつないだも 
のの得点に結びつかなかった。 


得000532011200 
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_藤 藤藤藤 
ほ今伊片大大鈴大佐佐相伊小 
#00342202012016 


石川 814167 沖絹 
{ 石川選抜 ) 2 1 141 11 1 ( 沖！：選抜 ) 

〔戦評〕前半、やや固さのある沖 
縄がミスを繰り返し、石川 GK の 
好守もあり、速攻、ロング、ステ 


—12 — 













































H 



電気をみちび <〇 
未来へみちびく。 

一計測と制御— 

® 大崎罨氣1業採式會社 
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ッブなどで着々と加点し14—6で 
終 r 。 後半立ち上がり、リズムの 
出て来た沖縄が速攻などで反撃す 
るが"石川もょく動き、カットィ 
ンブレーなどで沖縄のディフェン 
スを揺さぶり得点を重ねる。沖縄 
にとっては、前半の失点が大きす 
ぎ、石川が前半のリードを生かし 
勝利を収めた。 
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東 京4 TTI 121 2愛 知 
麗李 2113 I 10 J 2憂知震) 

〔戦評〕多彩な攻撃の東京と速攻 
での得点が多い愛知の戦い。前半 

15分までは東京のぺースで進んで 
行くが、点差が開くとデイフェン 
スの集中力がなくなり愛知に得点 


会 

大 

育 

体 

民 

国 

回 


m ^ o 06062043010 

W 合永田橋本枝田田洞田ェ 

喉河徳山大吉国塩飯小宮田 


22 


K 

G 


F 


審 




M3 塚島橋田印澤社谷間下宮藤 

ぼ戸小高村執中中桐本木鷲佐 
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を許す。粘りの愛知は残り1分で 
逆転し、1点差で前半を折り返す。 

後半7分には東京がぺースに乗 
り逆に6点差をつけるが、前半と 
同様東京の集中力がなくなり愛知 
が食い下がるが力及ばなかった。 

山 口 5 TI 2 1 福 岡 

(山口選抜) 17—! 1一福岡選抜) 
〔戦評〕前半立ち上がり、山口は 
再三のチャンスをつくりながらシ 
ュートミスを繰り返し、得点をあ 
げることができなかった◦これに 
対し、福岡は数少ないチャンスを 
生かし、210 とリードと 奪-〇た。 
しかし、地力に勝る山口がロング、 
速攻などで一気に8得点をあげ、 
前半で 8— 2とほぼ勝利を決定的 
なものにした。後半、福岡も特定 
マンツ—に出るなど多彩なプレ！ 
を見せたが、前半の差を取り戻す 
ことはできなかった。 
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培 玉 7 8I86 大 阪 
(望選抜) 1 9— ooj 1 一大阪選抜一 
〔戦評〕福西のロングシュートで 
スタートを切った大阪は、堅い守 
りからの速攻やリズムのいいボス 


トプレーで攻撃するが、中頃ょり 
ミスが目立った。逆に埼玉は、残 
り10分から佐藤のロングシユート 
などで得点をあげ、8—00で折り 
返した。 

後半に入り、両チームともリズ 
ムに乗った攻撃であった。残り3 
分に埼玉がマンツ！マンにいった 
のが成功、1点差で逃げ切った。 


但寸〇 00101062204 
K ] 口住村本橋上西河本西木 

c ± 水西西橋三井福留岸中八 


K 

G 


P 

F 


審 


SPT 


3武原優島引熊久部林子林木 
S 5 笠藤 藤 々 
£行小佐長地大佐渡紅金小佐 

t#o 01121〇1〇 〇1〇1 


2回戦 


神奈川 1248 M 6 5111 滋賀 

〔戦評〕立ち上がり固さの見られ 
る滋賀は10分過ぎまでノーゴール。 
これに対し、神奈川は持ち前のパ 
スワークで着々と加点し、20分ま 
1 ) でに一> 1 とリード。しかし残り 
5分、ょぅやくリズムが出てきた 
滋賀はょく動き4点取り、前半8 
— 5で終了。 

後半に入っても滋賀のリズムは 
良く、5分で 8 — 8 の同点に追い 
つく。ここで2本のペナルティー 
スローを落とした滋賀から流れは 
神奈川へ。2点を連取したのが最 


終的に効き、1点差で辛くも神奈 
川で逃げ切った。 


得002124101000 
:城池野田佐智香本陽居山出 


賀_ 


t 尾尾 
S 圓棚矢山嶋越山吉山浅松井 


K 

G 


P 

F 


審 


岡本一 
清水」 


16 卿 


1 > ,> . . > - , 

?田川上山藤田袋端水口井藤 


;森春井奥佐山島村清山松伊 
得〇 04402000020 


1—I 
1± 


( 2 ) 

T 

P 

(3) 


2 


( 2 ) 


4 


7 


{呂城 125 1一9京都 

〔戦評〕ゲ—ム開始早々、右サィ 
ドからのシュ—卜で先行した京都 
.は、リズムに乗り、 4—2 とリ| 
ドした。しかし、宮城もエース佐 
藤(里)の切れの良いロングシュ 
—卜で追いかけ4点連取し、前半 
の主導権を握った。後半に入ると、 
両チ^—ムともにシユートが決まら 
ず、ロースコアーの息づまる接戦 
となつた。しかし、セットカに勝 
る宮城は、残り10分を切って連取 
し、接戦にピリオドを打った。 


但寸〇 00121000131 
»景中越田場藤野本谷中浦 
1 滝 
ぼ梅田鳥原馬佐立杉長竹松 


K 

G 


，審 ^ 


g 野幸倉友沼木森里裕澤純沢 
^藤 藤藤藤 
£5今伊片大大鈴大佐佐相伊小 

但寸〇 01211060100 


(3) 

T 

P 

2 
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少年女子偻勝の東京の桐谷のカットイン 


3位決定戦 


山 口 i 


BIO 


U 宮 成 


〔戦評〕前半、宮城はシュ—卜ら 
しいシユートが少ないともに山口 
G K の好守もあり、一方的な展開 
となつた。12分過ぎやつと1点を 

返し 1-4 とするも固さはとれず 

反則、シュートミスを繰り返し、 
17 分に 118 、前半終了時までは 
2110とさらに開いた。 

後半、リズムが出てきた宮城が 
必死の反撃をするが、 GK の再三 
の好守に阻まれ、追い上げるまで 


但寸001032101000 
g 野幸倉友沼木森里裕澤純沢 
^藤 藤藤藤 
23今伊片大大鈴大佐佐相伊小 

K p f 審 m 瞒一 
G F ( ？村田 J 

11D ). > - -5 , 

□] 村山田前村水本村藤田永本 

[ UJ 中岡吉大上清善吉佐藤福西 
但寸〇 02213151100 




( 2 ) 


6 


の得点を重ねることが出来なかつ 
た。一方山口は' GK の守りはも 
ちろんのこと、吉田のシュ ートカ 
ットが宮城の得意とするミドルシ 
ュートを封じたことが勝因。 

決勝 


東京 25 t 169 M 99 j 18 神奈川 

〔戦評〕コンビプレーを身上とす 
る神奈川とエース執印を中心に多 
彩な攻撃を持つ東京の白熱した展 
が続く。中盤、東京の高いディフ 
ェンスを攻めあぐねた神奈川にミ 
スが出て20分で 916 と東京リ— 
ド。 しかし 残り 2 分、神奈川が 3 
連続得点、 9 — 9 で終了。 

後半に入り、神奈川の佐藤が退 
場の間に東京が 4 点取り、 12 分で 
17—12 と 5 点リー ドを 奪い主導権 
を握る。 

その後神奈川も反撃を試るが、 
流れを変えることが出来ず、点差 
は徐々に開いた。堅いディフェン 
スと着実な試合展開をした東京の 
快勝であった。 

导〇〇2243210040 
II 田川上山藤田袋端水口井藤 

£森春井奥佐山島村清山松伊 

K p f 薛.咢崎一 
G . F 一審井上 j 

M ] 塚島橋田印沢社谷間下宮藤 

ぼ戸小高村執中中桐本木鷲佐 
t#o 042100044010 


東京20 


18 石 川 


L 13 I 9 J 

〔戦評〕石川が立ち上がりからょ 
く動き、谷本からの展開でヵット 
インからサイドシユ—卜、阿部の 

シユートで 10 ^* まで 5-1とリ丨 

ド。東京も速攻で反撃してリズム 

をつ くり、 ペナルテイ ースロ ーな 

どで 15 分に 1 点差まで迫る。残り 
10分追いつ追われつの好ゲーム。 
9 — 7 で前半を終了。 

後半に入り、東京の速攻、桐谷 
のジャンプシユートで得点、石川 
も工^~~ス谷本のシャンブシユート 
で得点し、一進一退の展開。残り 
3分、ポストシュートで 18 — 18 の 
一:点から残り1分に速攻を決めて 
東京が勝利した。 


得〇 04600020150 

n 田部本田本田下田下村坂 

a 牧前 

£小阿谷西山大谷高松石金 


X 

G 


審 


岡本' 
清水、 


g 塚島橋田印澤社谷間下宮藤 

¥戸小高村執中中桐本木鷲佐 


^540071002 


8 


T 


1 


20 


山 P 17 


ルで9-9、両チ^ — ムともポスト 

攻撃を中心にシーソーゲームとな 
り、残り5分、埼玉が PT を決め 
て14|14。残り3分から、卩丁、 
速攻で山口17|15'、終了間際で埼 
玉が PT を決めるが、結局 17116 
で山口が勝利をものにした。 

姐寸〇〇 5230411000 
E ) 武原優島引熊久部林子林木 

S 長地大 f 金小5 


6 


(3) 


K 


審 


雛一 J P 


T 


P ) 村山田前村水本村藤田永本 

CUJ 中岡吉大上清善吉佐藤福西 
得004510330100 


(4) 


準決勝 


16 埼 玉 


一 10 1 7J 

〔戦評〕小雨の降る中で埼玉は口 
ングとポスト、山口は速攻を中心 
とした攻めで中盤 4—4 までせり 
合うが、結局、前半は以後埼玉が 

リ！ドして 917 で折り返した。 
後半に入り、山口が速攻とミド 


但寸〇02421041000 

幻野幸倉友沼木森里裕澤純沢 

3^藤 藤藤藤 

23今伊片大大鈴大佐佐相伊小 


審 

-ネ H ♦ 


In 田川上山藤田袋端水口井藤 

a 

£森春井奥佐山島村清山松伊 

但寸005523400010 


T 


( 2 ) 



加点、 20114 で終了する。 

「1318 


東 京23 


1010 


.16 山 口 


14 宮 城 


神奈川 20(10101 I 

〔戦評〕両チームともロング、速 
攻と良いゲ—ム内容であった。神 
奈川 1019 で前半を終了する。後 
半に入り、宮城•佐藤(里)の口 
ングが入らず、逆に宮城の速攻で 


〔戦評〕前半、両チームとも動き 
が固くミスが目立った。東京は、 
ミスからの速攻や執印のステップ 
ロングなどで着実に加点。山口は 
吉村の速攻、回り込みで対抗する 
が、前半13|8山口で終了する。 

後半 9 分、東京•執印の退場に 
乗じて山口は 3 点差までつめ寄り 
そこから一進一退の攻防を繰り返 
すが、 18 分からの速攻を決められ、 
勝負が決定づけられた。ミスの多 
い試合であった。 


14#003410080000 
3 ] 村山田前村水本村藤田永本 


'中岡吉大上清善吉佐藤福西 


F 


審 . 


尾高. 


M ] 塚島橋田印沢社谷間下宮藤 


cm 戸小高村執中中桐本木鷲佐 

20#0 0217 


6 

( 5 ) 

T 

P 

(3) 

3 

2 


25 (1 )P T (1) 18 
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’昍ソ«レオリンビック細®合球 


淡習财你 


mol^n 111 






日本で最初の国際ノヽンドボール連盟 ( I . H . F ) 
公認球、モルテンハンドボール。その独特 
のリブ形状とパネル間の段差による"32 
面体ノンスリップ構造”で、確かな手がかり 
をつくり上げ世界中のハンド ポーラーから 
高い信頼を集めています。そしていま、新 
たに ’88ソウルオリンピンクの公式試合球 
に決定/その真価を発揮します。 

molten 

株式会社 

東京本社東京都墨田区横川5丁目 5-7 〒⑶ 0(03)625-758 卿 
大阪.名古屋_福岡•広島.礼榥，ロ サンルス U . S . A ••デュッセルドルフ W . G . 


果樹園と高原と0 
山梨の自然のおいしさを 
お菓子にたくして、日本全国へ0 
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医北彳ヒ面北 
学 i 教 
部大契館大 


# 北 @医北釧北釗 I 北 
攣 攀学教教 

契大！部大路大路大 


早 

大 

26 

ms 

II 

1412 


函釧北医北 

館 教学 

大路大部大 
21 30 40 

11101515 2020 

II II II 

4 5121412 8 


9 26 20 

北医北函北 

学 教 
大部大館大 


早 中日 早 


大 大大大 
24 27 33 24 

1212 1215 15181113 

I I I I 1111 

111215 91013 812 


23 

24 

23 

20 

法 

日 

法 

中 

大 

大 

大 

大 


医北 
学 

部大 
31 


面北釧北函北 

教教教 

館大路大館大 
30 18 30 


函釧北 

館 教 

大路大 
52 23 


1317 7111416 2421151517261912 262516181211 252716 7 

II II II II II II II II II II II II 

131171015 3 44 94 521410 40 86 88 6 41211 


•1 匕 
海 
道 

m 


滋養強壮剤 


薬用人参•牛黄•大蒜製剤 


キヨ -L 才 Elf 




効能 • 効果 




〇沿费強肚〇虚弱体質〇肉体疲労•病後の 
体力低下■胃]! Sf 章害•栄赘 W 害•発熱性消耗 
性疾患 ■ tt 娠找扎期なとの場合の栄赘補铪 


\7 -田；一う十〒553 大阪市福島区福島 3 丁目〗番 39 号 006(458)8901 ㈣ 

ワ々 〕男フフ（私紫ネ’ホが云？エ〒101 東京都千代田区三綱 1 丁目 3 番 12 号 003(293)335 削 


筑波大 30 


道教育大函館分校 (1 勝1分3 
敗)⑥北海学園大 (5 敗) 


►女子 


北海道？ 8—3 
女短大111017」 


北教大1 
旭川？ 


1317〕 
8—7 . 


10北•園大 

北海道 


4 


U—9 一 

^ 7-& 


女短大 
14北 S 園大 


北教大 

旭川 

〔順位〕①北海道教育大旭川分校 
(2 勝)②北海道女短大 (1 勝1 
敗)③北星学園大 (2 敗) 


14北攀園大 

北教大 
4函館 

24北攀園大 


26 国士大 


日 *24(1591181 一22日体大 
国士 大 22 nM 118 j 19 中 大 
日体大2911514119 9 j 18 法 大 
筑波大 23(121 — 91 j 20 早 大 
日 大 30(161411914)23 順天* 
国士 大35(161彳121〕22法 大 
日体大411231 I 141 N -^.-✓25 中 大 
早 大 31 I 1516 M 8 13 j 21 順天大 
筑波大 31 f 151 I lll j 22 日 大 
中 大261131—111123法 大 


日体大25 


「3— M 
1 1 
112 —C 


24国±大 


筑波大 31 m 13 j 20 順天大 
早 犬 32 f 1517 l 1110 l 21 日 大 

〔順位〕①筑波大 (6 勝1敗)② 
日本体育大 (6 勝1敗)③早稲田 
大 (4 勝1分2敗)④国士館大 
(3 勝2分2敗)⑤日本大 (3 勝 
1分3敗)⑥中央大 (3 勝4敗) 
©順天堂大 (1 勝6敗)⑧法政大 


日体大 18 f 108 M 69 j 15 筑波大 
国士* 22t1012M126j18 順天大 


20順天大 
21法 大 


順天大 24(410! 148 1 22法 大 

,IX V 


〔順位〕①函館太?勝)②北海 
道教育大釧路分校 (3 勝1分1 
敗)③北海道大 (3 勝2敗)④北 
海道大医学部 (2 勝2敗)©北海 


▼男子1部 


日体大 22 1 139 M 11 B 1 19 順天大 
筑波大25一101 1 2 j 20 国士 大 


匕 C3' 

TT 2 

匕 ^4 

TT TS 3 

M -tnn 1 

負 IS 5 


函館大43 
北大30 
函館大45 


関東学生 


▼男子1部 


各地学生秋季グ戰 


1 :;.......:... - 
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創業 70 年 


中村荷役運輸株式会社 

代表取締役社長中ネす昭光 
本社〒108東京都港区芝浦2 — 3—39 

電話東京 （03) 451 —4161(代） 


7•敗) 

<最優秀選手〉 

久保田昌俊(筑波大) 

〈優秀選手〉 

GK 片山聡(筑波犬) 
FP 津金秀行(筑波大) 
疋田雅己 ，( 筑波大) 

佐藤陽一郎(日体大) 
金井憲司(日体犬) 
甲斐章義(早大) 

猪瀬厚史(順天大) 
〈得点王〉 

飯島慶太(順天大 ) 50 点 
.〈敢闘賞〉 

浜川康一(中大) 

〈新人賞〉 

蓰原克典(早大) 


女子1部 


東女体太29 
日体大36 
筑波大39 
柬女体大25 
筑波大 36 
D 体大40 
B 女体大27 
筑波大 38 


( YY 27 V 日女体大 
tlii 疑海大 
(198 C 東学大 

(1510 M 3 8〕11日女体大 
f 1521 ll 53 j 8東学大 


1 11 


12東海大 


'611—111 一22日体大 
,1 1〉 


:11 


U 東海大 


東女体大 40 
筑波大 38 
日体大31 
東女体大 30 
東学大 1.7 
筑波大19 
東女体大23 
筑波大 26 
東学大 16 
日体大24 
日女体犬22 
筑波大25 
日体大43 
日女体大 30 
日体大46 
東女体大24 
日女体大23 
東女体大 32 


、9 —1 ' 
1 1 
21—8、 


19東学大 


i 91—34 j 7東海大 
2110—10101 § 日女体大 


筑波大 23 f 1310—10.9 j 19 B 体大 
日女体大 25(1015 l 910 j 19 東学大 
東女体大37(2215|115東海大 


51 1 53 8 東学大筑波大31 


516 UV 
,1 1〉 


体大 


8 —— 8 
^ 9 —— 8 


io—8 、 

'9—13' 
1419、 

1214/ 
14—5、 


10—8、 

、3 1 ノ 

11 
.11-11、 

、 15|5 ノ 
/ 7112、 

lillol 

14 -loj 
'22 1 7 

21—8 J 

1713〕 
13—5 J 
221131 
24—nJ 
、 1 1± ノ 
31 M 11 

- 1 一 —IV 
10—6〕 
13 lii _ 

1412〕 
1812 


16 東海大 
16 日女体大 
22日体大 
9日女体大 
14東海大 
22東女体大 
17東海大 
20東女体大 
15東学大 
8東海大 
24東学大 
22筑波太、 
17東学大 
4東海大 


〔順位〕①筑波大 (9 勝1敗)② 
東京女子体育大 (8 勝2敗)③日 
本体育大?勝 4 S ④日本女子 
体育大?勝5敗}⑤東京学芸大 
(2 勝8敗)⑥東海大(10敗) 
〈最優秀選手〉 

鉚崎浩美(筑波大) 


〈優秀選手〉 

GK 吉村佐和子(筑波太) 
FP 相川貴子(筑波犬) 

和田陽子(筑波犬) 

中山ちはる(筑波大) 
藤井直美(東女体大) 
楠富美子(東女体大) 
市来未央(日体犬) 
〈得点王〉 

竹吉由江(日体大 )88 点 
〈敢闘賞〉 

井出めぐみ(日女体大) 

中村美由紀(東学犬) 
〈新人賞〉 

村山みどり(東女体太) 




東海学生 


▼男子1部 


名城大19 
愛学大34 
中部犬34 
中京大29 
愛教大27 
中部犬37 
中京大19 
中部大43 


1.1 IC 


15中京大 


■717 M 09119 愛教大 

- 1 J 11 ^ 


lr—oo'l 
17—9、 


17名城大 


1415—98 j 17 愛教大 

314=112〕23名大 
-1 1 ^ 

1621 M 1812 j 30 名 大 


11—8、 

2318/ 
20—7、 


12愛学大 


15愛教大 


名城大 42 f 2220 lldj 33 愛教大 
中京大2611412111211123名 大 
中部大 31 f 1516 l 1136119愛学大 
名 大 26 I6IBI 9 16 j 25 愛教大 
名城大 33^ I 6 M 129 j 21 名 大 
中京大 26 一1313||1211一23中部大 

〔順位〕①中部大 T 勝1敗)② 
中京大 (4 勝 1 敗)③名城大 (4 
勝 1 敗)④愛知学院大 (2 勝 3 
敗)⑤名古屋大 (1 勝4敗)⑥愛 
知教育太? S ※①〜③は愛教 
犬との対戦を除く得点差にょる。 
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中 

京 

大 

35 

2213 

II 

11 

2 

日 

福 

大 


誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポー、ソという魔法がかか 
ると、一瞬のうちに興奮 
のるつぼと化してしまう。 


-瞬の去6め去と 


チヤレンジヤ1 

日本ハンドボール協会検定工場 

GSenoh® 

本社/東京都千代 ffl 区神田司町2-7»(03)292-5411 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
一。 より良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 


関西学生 


武庫川大 28 


▼男子1部 


大体大33 
大経大35 
同 大23 
大経大24 
京産大23 
大体大 16 
京産大24 


「1915' 
1417、 
f16 —9' 

flo —8' 

一 13110 
f 15 l 9. 
9110 

f 12—9' 

n—s 、 

If > 

へ 2 1 2' 
1 1 

112—9 1 


nl 


大体太 38 
同大 棄権 
大経大25、 


B 


2 — 2 ノ 
1 1 
61 〇 
1 1\_ 


ni 


天理大 28 
京産大20 
大経大 31141— 
大体大 30 
大経大 26 
大体大37 


10 1 


15 J 
13181 


13—111 
13—8 j 

121—151 


12桃山学大 

20京産大 

18 京教大 

19京教大 

19桃山学大 

12同 大 

21天理大 

21京教大 
桃山学大 
13桃山学大 

22京教大 

17同 大 

23天理大 

22京産大 

19同 大 

15天理大 


桃山学大19113611 9 9 j18 天理大 
京産大 35 f 2015 i 135 j 18 京教大 
桃山学大 2511411179 j 16 京教大 
天理大 23111210 一22同 大 


大経大21 


12丄 


16 大体大 


▼女子1部 


大体太 26 
武庫川大33 
大教大 26 
武庫川大33 
大体大 26 
大体大 28 
関外大17 


' 10—7 
i 6 ij 

'13 -31 

120 I 5 J 

rll—nl 

115—6、 
11713、 

f 12 ll ノ 

114—5、 

「 16 — 8 / 
11219、 


iol 


、 16 — 8 〕 
V 2 I 5 J 


13天理大 


天理大 30(141619 llj 20 成^短大 
武庫川大 32(715 1 7 71 14成®短大 


天理太33 


大教大 31 


、17—3' 
16 15、 

'14-7/ 
17—10、 


8京教大 


17成蹊短大 


〔順位〕①大阪経済大7勝)② 
大阪体育大 ( 5勝1敗)③京都産 
業大 (4 勝2敗)④同志社大 (2 
勝4敗)⑤天理大 (2 勝4敗)⑥ 
桃山学院大 (2 勝4敗)⑦京都教 
育大 (6 敗} 


大体大381201811 6 7 j 13 関外大 


京教大15|78||83一11成_ 短大 
大体大 24 f 1113 M 75 j 12 天理* 
武庫川大 39(1920122 j 14 関外大 


京教大 16 


il —10, 


15大教大 


11大教大 
8京教大 
17関外大 
12成蹊短大 
6京教.大 
17成蹊短大 
11京教大 


天理大3121 12 2.1 関外大 

,11、 


天理犬27 


-^12110 


5 — 
,1 


1121大教大 


成蹊短大 23(121117 111 18 関外大 
大体大17( 7 10 M 9 7 j16 武庫川大 

〔順位〕①大阪体育大7勝)② 
武庫川女大 (5 勝1敗)③天理大 
(4 勝2敗)④京都教育大 (2 勝 
4敗)⑤大阪教育大 (2 勝4敗) 
⑥成蹊女子短大 (1 勝&敗)⑦関 
西外語大 (1 勝5敗) 


▼女子 


中京大 22(7 15 M 108 1 18 愛教大 
中京女大36(18181132〕5日福大 


中京女大 30 




13愛教大 


愛教大21 
中京女大22 
中京女大 36 
中京大23 
中京女大25 

中京大 32 
愛教大 
屮京大24 


: nl 

131 




illo 

r 16 ll' 

20J 、 

'1515' 
,8—7、 
'10-7 ノ 
1518、 

' 16—2 ノ 
, 16 — 1 、 

不戦勝 

' 1 — 2 > 
1J 1J 

3 — 〇 

^ 1 1 V 


7日福大 
21中京大 
5日福大 
12愛教大 
15愛教大 

3日福大 
日福大 
22中京女大 


〔順位〕①中京女大 (5 勝1敗) 
@中京大?勝1敗)③愛知教育 
大?勝4敗)④日本福祉大 (6 
敗)※①〜②は a 福大との対戦を 
除いた得点差による。 
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第 g 回 日本 U — グ前期 ( 10 月23日〜 It 月27日) 


男•女とも大激戦を展開 




男子 


◊10月23日 

(香川•香川町総合体育館) 

大同特殊锅 261412||1411 一 25 三陽商会 

〔戰評〕前半は、大同のサイドシ 
ユート、ボストブレ—が呀え、1 
点差でリ—ドした。後半 3 分過ぎ 
に三陽が一時リードし、一進一退 
の攻防となったが、大同の速攻が 
冴え、辛くもふり切った。 


0130632 8200 

W 川田家口塚川口田方村原 

111宇吉清田大砂山浜実河吉 


審 


減財： 


- rL . 

日〒_ 


:吉中村生石井浜本取田木 

江 

上秋田高朝明河横中名海植 


25 


(3) 


T 


(4) 


26 


◊10 月 30 日 

(大分•県立体育館) 

-7) 6本田技研 
-9 J 1鈴鹿 

〔嗨評一前半 15 分まで 512 と湧 


湧永製薬17 


永がリード、20分過ぎに本田は連 
続ペナルティ—スロ！を得て、結 
局前半は 9—7 と湧永のリードで 
折り返す。 

後半 15 分から両チームとも早い 
テンポで攻撃をしかけ、追いつ追 
われつのゲ ー ムとなる。 25 分 過ぎ、 
やや荒いディフェンスが目立つよ 
うになる。 残り1分、本田に負傷 
退場者が出て、 is 局攻め切れずに 
タイム アツブ となる。 


#00 2 0 

ffl ] 畑本砂島井上藤屋口本村子 

沐大橋真福藤尾内粟田山山平 


審 


中本 
福田 


6 

⑷ 

T 

P 

7 


71CJ 藤原村田川沢敗田原塚本 

cil 井河玉堀中長荷奥檜鎌藤 

得〇 06401210300 

◊10 月 30 日 

(神奈川•秋葉台文化体育館) 

日新製 ts 29(1316) 114141 28 大崎電気 


〔戦評〕前半は一進一退のゲーム。 
終了 30 分前、日新はスカイプレー、 
速攻とたて続けに2点を入れ、前 
半は16—14と日新がリ—ド。 

後半はやや日新有利の展開とな 
つたが、大崎も粘って1点差で残 
り 30 秒ペナルティースローを得た。 
しかし、これを はずして結局1点 
差で日新が逃げ切った。 


得004480530004 
«辺内岡田藤田本迫田野馬下 

げ渡矢松武首中山越菅大相宮 


審 


菊池 i 
日 

习 H . 


■田谷森—酵— 


得_ 


武西高甲日堀藤野木 


得000574204700 


28 


( 2 ) 


T 




29 


◊ 11 月 3 日 

(岩手•紫波町立体育館) 

大崎電気 27(1314 1 l 912 j21 大同特殊銅 

〔戦評〕 18118 で迎えた大同のぺ 
ナルテイ ースロー を大崎•矢内が 
阻止して、流れが大崎へ。大同は 
その後、植木の退場で 5 人での防 
御となったが、これは大同がよく 


しのいだ。菅田の2点連取、宮下 
の3点連取と苦しいところでたた 
みかけるょぅな速攻を見せ、また、 
勝負どころでょく守った大崎がせ 
り勝った。 

得00633000521121 

jj ? 村吉中藤生石井浜本取田木 

ば 江 
U 上秋田内朝明河横中名海植⑵ 
f < . - - J _ — 

K p •菅野' 1T 
GF ( t 半田 j P 

幻辺内岡田藤田本迫田谷内下⑷ 

U 渡矢松武首中山越菅熊山宮 
得00102190500927 

◊11月5日 
(山口 •徳山市体育館) 

本田技研彳 
鈴鹿。 

〔戦評〕前半立ち上がり、お互い 
激しいディフェンスでシユートが 
なかなか打てず、得点が入らなか 
つた。20分過ぎに本田が2名の退 
場者を出して得点が動き出し、日 
新のスカイブレ—から連続4点が 
入り、前半は日新の1点リードで 


24 


U 11 W 


22日新製鐲 


得〇〇 07 74 211〇〇〇 
«f] 田、田山木斐野田本中村 

C 0 森 武西高甲日堀藤野木 


P 

F 


審 


古富' 
岡村. 


g 畑本砂島井上藤屋口本村子 

E 大橋真福藤尾内粟田山山平 
得〇〇〇〇614 32 〇8 〇 


⑵ 

T 

P 

6 ) 


24 


終了した。後半に入り、日新の西 
山が得点を重ねるが、本田も山村、 
田口で追いかけ、一進一退のゲー 
ムとなった。残り時間 7 分、日新 
に退場者が出て本田が逆転し、そ 
のまま逃げ切った。 

◊11月6日 

(烏取•境港市民体育館) 

湧永製薬31(1714||12820_|陽商会 

〔戦評〕前半、両チ—ムとも厳し 
いデイ フェンスチェックに あい、 
攻めあぐむが湧永が奥田のサイド 
シユ—卜でぺースをつかみ、 得点 
を重ねる。一方三陽商会は、シュ 
—ト ミスも あり、 15 分過ぎに 2— 
8と点差が開いた。その後、三陽 
も 浜田、実方の ロング シュ ート、 
カットインなどで814として折 
り返す。 

後半に入ると、多彩な攻めを繰 
り出す湧永に対して、三陽は湧永 
の高いデイフヱンスに攻撃のリズ 
ムをつかめず、残り時間も少なく 
なって三陽の速攻が決まりだした 
が、時すでに遅かった。 


22 得 002 1 C 


川田家口塚川口田方藤原 
CH 宇吉清田大砂山浜実安吉 

ど -> - 1'-!«1<1- - - - ■ ■■ n -^ 

K p f 彳 馬場一 
G F 一審•泯一一 

\lfj 1-I » I If I j 

Kl 田原村田川沢取田原塚本 
㉞ 徐 川 
til 多河玉堀中長荷奥檢鎌藤 
51 寸〇〇 4943236000 


20 

T 

P 

(5) 

31 
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屬 


屋料金（税.サ込） 
シングル A . …6,1001 r ] 
シングル B ".. 6,500円 

シングル〇… 6,700円 

ダブル . 11，000円 

ツイン . 10,600 PJ 

文阪ビ:子ル 

〒530大阪市北区南塌町 6-23 代表 G 06(3 丨 2)5151 

■交通新幹線新夫阪駅からタクシーで10分 

大阪空港からタクシーて20分（阪神高速）大阪駅から扇町まで徒歩12分 



■料金（税 .サ込） 

シングル A •.…6,500 PJ 
シンク'ノレ B •…6,9001 '] 

ツイン.ダブル11，0001リ SH/INPM 

トリプル . 14,000 |*J *レシ1•ンビアクル-プ 




洛古屋 Lii^Utr 

〒4(50名古屋市中区錦2- 20-5 代表 G 052(203)5858 

■交通地下鉄東山線伏見駅より東へ徒歩5分 

地下鉄東山線栄駅より西へ徒歩8分タクシーは名古屋駅より8分 


龜茚炬ビ： PASFJIj ♦胃山 £ jtCj ヒ:？太5ル*文阪 Lmljt ：? 朮 5^* 昉府•姉妹ホテル KOLON HOTEL _.*«<キ 3 ンみ*> **伸_: u 細- 7 印 


★予約センター 

東京予約センター S 03(583) 1001 
名古屋予約センター 0052 (203) 5489 


大阪予約センター 〇 06(312) 1751 

北海道予約センターく札幌 〉： SO II (232)3731 
東北予約センターく仙台〉 S 022 (224) 0078 


北陸予約センターく金沢〉 S 0762(40)0890 
防府予約センター 00835 (21)6601 

九州予約センター S 092 (7 1 4)3581 


011月12日 

(広島•広島県立体育館) 

;1永製薬20| 812 11 711|18 大同特残鋼 

〔戦評〕前半は両者どちらも譲ら 
ず、ガップリ四つに組んで1点を 
争ぅ好ゲームとなった。 

後半は、大同が主将•高村を中 
心に攻めるが、湧永の堅い守りに 
あい、決め手を欠く。その間に湧 
永は玉村、河原、奥田らの連続シ 
ュートで水をあけた。大同のシュ 
1トミスも あるが、湧永の一人一 
人の好守が光った。 


#000140221150 
ffl ] 畑本砂島井上藤屋口本村子 

c ^ 大橋真福藤尾内粟田山山平 


K 

G 


F 


審 . 


池田， 


6 

T 

P 

2 

2 


#00611 

g 村吉中村生石井浜本取田木 

1江 


ぃ上秋田高朝明河横中名海植 


(3) 


K 

G 


F 


春.随 glPT 


tKJ 田原村田川沢取田原崎 

1/保 川 

E 多河玉堀中長荷奥楢小 

M£o 047120141―- 〇 


( 2 ) 


20 


◊11 月 13 日 

(宮城••県スポーツセンタ ー) 

「916〕 6 本田技研 
L 13 I 10 J 1鈴 鹿 

)活 


幻辺岡田田藤田本迫田内下内 

: b 渡松大武首中山越菅山宮矢 
#003313030315 

◊11月13日 

(栃木•栃木市総合体育館) 

日 新 asls33 ( 1617M1714 j 31 一 1 

〔戦評〕開始早々、ポストのノー 
マ I クシユートを両 GK が阻止し 
盛り上がった滑り出しとなった。 
両チームともポストに意識的にパ 
スを通そぅとしたが、三陽はラス 
トパスがつながらず、日新と比べ 
失敗したバスの数がそのまま得点 
差に表われた。前半の中盤になる 
と、そのこぼれ球が日新9速攻に 
つながり、日新が 3 連続得点しぺ 
1スをつかんだ。 

後半になると、両チームとも退 


大崎電気22 


〔戦評〕前半、両 チー ム GK の 

M で、15分まで2-1といぅ口^~ 

スコアーであったが、大崎がロン 
グにからんだポストプレ！で抜け 
出し、前半を 916とリー ドした 0 

後半、大崎のディフヱンスが本 

田の攻撃を阻止し、速攻でリ—ド 
を; A げ、勝利を得た。 


但寸00280522130400 

幻川田家口塚川口田方藤原 

111宇吉清田大砂山浜実安吉 


K 

G 


F 


審 


S 綱 


H 田 田山木斐野田本中村 

[0森 武西高甲日堀藤野木 

#0 00675226320 


場者が多くなった。しかし日新は 
少ない人数の場合にもょく走り、 

ルーズボールを2本続けてマィボ 
—ルにし、逆に得点差を広げた。 
これが結局試合を決定づけた。三 
陽も残り5分から清家、実方のゴ 
1ルなどで2点差まで追い上げた 
が及ばなかった。 

◊11 月 19 日 
(山口 •下関市体育館) 

湧永製薬 25| 1312 || 910 一 19 日新製銷 

〔戦評〕前半、日新のディフヱン 
スがょく動き、湧永は攻めあぐん 
でなかなか得点することができな 
かった。逆に日新は武田、西山の 
ロングを中心に得点し、日新がリ 
I ドして いく 展開になったが、湧 
永は20分に GK が交代してから攻 
守のリズムが良くなり、 25 分に初 
めてリ^—ドして2点差で前半を終 
了した。 

後半、湧永のリズムも良くなり、 
ポスト、サイド、ロングとバラン 
スが良くなり、点差を広げていつ 
た。 


31 

( 5 ) 

T 

P 

(5) 
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»0.01253402200 
H 田 田山木斐野田本中村 

01谷森 

[0森 武西高甲日堀藤野木 


K 

G 


F 


審 


触®^ 


K ] 藤原村田川沢取田原塚本 

00 川 

S 井河玉堀中長荷奥楹鎌藤 

但 FOO 5831142100 


◊11 月 20 日 

(福岡•北九州市立体育館) 

大崎 sil1914l107j M 陽商会 

〔戦評〕大崎は固いデイフェンス 
からの速攻と大型選手のロングシ 
ユート、 たてブロックと 着実に点 
を重ねる。三陽商会は、相手チー 
ムの高いデイフェンスに悩まされ 
ながらも、良いひきつけからのポ 
スト攻撃やカットインにより得点 
するが、 7 点差で前半を終了する。 

後半も大崎は着実に得点し差を 
広げる。三陽もシュートを試みる 
が、高いデイフヱンスとキーパー 
の攻守に阻まれ •> 苦しい展開とな 

つた。 


51 寸〇00400162004 
家口塚川田方村原口 


§川田 
段日 ^? 
三5 昏 

1!一宇吉 


■清田大砂浜実河吉山 


K 

G 


P 

F 


蕃 •=: 


«辺内岡田田藤田本迫田野下 
け 和 

U 渡矢松大武首中山越菅大宮 
51寸0.07046170116 


7 

T 

P 

(5) 

3 

3 


9 

⑶ 

T 

P 

⑺ 

5 

2 


◊11 月 23 日 
(愛知.豊田市体育館) 

r 技^1 1 UV 大■諸 

〔戦評〕前半は田口の巧みなパス 
ワ ークから 藤并、内藤が ロングを 
決めて本田がリードを奪ぅ。逆に 
後半は気迫のディ フヱ ンス、高村 
の フェイントからの崩しで 大同が 


-20- 







































日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 ( J - H - A ) 


タチカラの ハン ド ボールは 縫 ボールと 同じ構造の チューブ が離れた 


L • B • C 中空製法です。 


趣®?穿株式金社 


東京都台東区松ヶ谷 1-11-7 
東京•大阪•名古屋•福岡•札幌 


追い上げた。残り5分、中本の3 
連続カットインで大同が2点差ま 
で追い上げ たが、ペナルティース 
口—を本田 GK 橋本が好守、大同 
の 勢いを止めて逃げ -6 U つた。 


^-000523021711 
%村吉中村生石井浜藤本取木 

b 上秋田高朝明河横佐中名植 


G 


審•則一 


EHJ 畑本砂井上藤屋池口本村子 

-[4大橋真藤尾内粟小田山山平 

得〇02704403230 
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21三陽商会 


◊11月 26 日 

(三重•四日市市体育館) 

本田技研4 『 12 191 

鈴 鹿 217112 

〔戦評〕ここまで4敗と勝ち星を 
あげることができない三陽は、立 
ち上がりょり銳い動きを見せ、一 
時 2 — 0 とリ j ドしたが、本田は 
真砂を中心に多彩な攻めを見せ、 

12 19 として 前半を終了。 

後半に入り、両チ—ムともシ— 


#.000302644200 

S ] 川田家口塚川口田方村原 

GE0K 

CH 宇吉清田大砂山浜実河吉 


審 


岩本' 
板倉， 


Fsj 畑本砂井上藤屋池口本村子 

t $ 大橋真藤尾内粟小田山山平 

得〇 054 0 5100270 


ソーゲーム をく り返したが、三陽 
の逆転には至らなかった。 

◊11 月26日 

(石川•金沢市総合体育館) 


日新製銷21011 


16 裔特_ 


〔戦評〕前半、両チーム慎重に攻 
め、一進一退。やや日新のぺース 
で試合が進み、11—8で前半を終 
る。 ハー フタ イム時、落雷にょる 
停電でハー フタ イムが延長された。 
水入りの後、機を見ては日新が速 
攻をかける。大同 GK 秋吉 もよく 
踏んばったが、ジワジワ点差をあ 
けられる。大同は攻撃ミスも多く、 
点につながらなかった。 


得〇 00162 .0 11311 
⑴村吉中村生石并浜藤本取木 

b 上秋田高朝明河横佐中名植 


1 


K 
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審 ^ spT 


£田 田山木斐野田本中村 

0*谷森 

[ B 森 武西高甲日堀藤野木 

得〇 00443201511 
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後半、両チームともディフヱン 
スが荒くなり、激しいシュートの 
打ち合いとなり、大崎は首藤の口 
ングなどにより必死に点差を詰め 
よぅとす るが、湧永は玉村、長沢 
などの活躍により逃げ切った。 
〔前期順位〕 

①湧永製薬 (5 勝)②大崎電気 
(3 勝2敗)③日新製鋼 (3 勝2 
敗) ® 本田技研鈴鹿?勝？敗) 
⑤大同特殊鋼 (1 勝4敗)⑥三陽 


商会?敗)※②〜④位は、同勝 
点のチーム間の得失点差による。 
得0 036111310000 7 119 

«辺内岡田田藤田本迫田内下 


は渡矢松大武首中山越菅山宮 


審 


_£部画、 


KJ 藤原村田川沢取田原塚本 
知徐 川 
ci 井河玉堀中長荷奥檜鎌藤 
^.0086 2 0 314 400 
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女子 


◊10 月 23 日 

(香川•香川町総合体育館) 
12—67 シヤ 


16 大崎電気 29 


117—8 J 1レ丨ゼ 

〔戦評〕前半から大崎•金のスタ 
ンディングシユ—卜や尹のミドル 
シュートがょく決まり、前半を 12 
— 6 とリードした。後半に入って 
も着々と加点、一方シヤトレーゼ 
もよ く応戦したが、ミドルシュ— 
卜がデイフヱンスの手に当たり、 
思うように攻められなかった。 


jsf 1411 M 136 l 2 大和銀行 
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〔シャト〕 
J 丸山 
1 գ 葉 
[ 嶋崎 
海道 
松沢 
黒沼 
小林 
ノ j 、 野等 
生方 
山岸 
局原 
小俣 

得 
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[大和〕 
j 増見 
i 坂口 
丸田 
赤瀬 
上村 
小池 
藤本 
渡辺 
襲川 
木瀬 
松田 
1平井 
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〔戦評〕前半、湧永は河原を中心 
にチャンスに確実にシユートを決 
め、着々と得点を重ねるが、大崎 
は再三のシュ—トチャンスを湧永 

GK 井藤の好守に阻まれ、リード 
を許す。 


審 


竹村' 
野中 . 


£木方田尾永川原口田木花順 

:5々 玉秉 

U 佐宗森松須前梅江野鈴金尹 

得〇 〇 〇 1 〇 3 2 2 11 9 10 
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◊11月 30 日 

(大分•大分県営総合体育館) 
立石電機 C 
山鹿。 

〔戦評〕前半、好調な滑り出しを 
見せた立石は、ディフヱンスも良 

く、 11 - 6 と 5 点をリードする。 

後半は一進一退のシーソーゲーム 
であったが、立石が野嶋の活躍、 
追い上げられた時の中山のパスカ 
ット、速攻でぺースをつかみ、大 
和をふり切った。 
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5]本島口内口中田嶋本津山嘉 
は岡川山山江田横野橋武中比 
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大和銀行 


Daiwa Bank 



:日立栃木 


◊1 Q 月 30 日 

(神奈川•秋葉台文化体育館) 

日 本 6 8I6 

ビクター1 

〔戦評〕前半立ち上がりは日立が 
リードしたが、 15 分過ぎから無得 
点に終り、逆にビ クタ i が 2 点を 
リ—ドして前半を終了。 

後半もビクターのべースで進み、 
GK の好守などで日立の得点を 5 
点に押さえて勝った。 


^000000310331 

1本津原永田岸苗村田井鶴塚 

[ B 岡梅菅神柳山尾中岡新吉飯 
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但寸〇 01420081740 
P 本島口内口中田嶋本津山嘉 

U 岡川山山江田横野橋武中比 
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H 1 口橋藤田川條松本田岡村内 

rH 小高武長枝下平根太永中山 

tfoo 3711013000 

◊11 月 3 日 

(岩手•紫波町立体育館) 

大 S 気乂 1 M §. 2 7 w i^ I 

〔戦評〕金玉花からのパスで、尹 
のロング、ポスト松尾、また自ら 
のシユートで前半 24 点をあげた大 

崎が大きくリード。 

後半に入っても、大崎の得点ラ 
ッシユは止まらず、 44 得点をあげ、 
両チーム得点 71 点と新記録が続出 
した。 

立石も野嶋、武津らが得点をあ 

げるが、大崎のゴールラッシュ K 
は及ばなかった。 


5守00 3133 215000 

P] 見口田瀬村池本辺川瀬田尾 

矛 

U 増坂丸赤上小藤渡罢木松高 
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蕃.=: 


。口橋藤田川條松本田藤岡内 

[0小高武長枝下平根太 H 永山 


て25—18で勝利をものにした。 

◊11月6日 

(鳥取•境港市民体育館) 

日立栃木 20 f 9 llllgu %;:' 


so 木片田尾永川原口田木花順 

玉秉 

U 佐宗森松須前梅江野鈴金尹 
但寸〇 015035300 19 8 

◊11月5日 
(山口 •徳山市体育館) 
eB クタ , ^ 131 M 99 2大§ 行 

〔戦評〕前半の滑り出し、大和の 
小池、襄川が得点を重ね、210 
と順調なスタ：卜を切ったかに見 
えたが、ビ クター も5分には同点 
にする。その後、25分まで1点を 
争ぅ白熱したゲ—ム展開であった 
が、残り5分、ビ クター のキ ー パ 
丨の守りに阻まれ、大和は得点で 
きず、前半を12|9で終る。後半 
は大和が先に得点し、2点差に詰 
め寄るが、ビ クタ！ も速攻、サイド 
攻撃で得点を重ね、得点差を広げ 


〔戦評〕前半は日立が速い動きか 
らサイドシユート、カットインシ 

ユートを決め、出足5-〇と優位 

に試合を進める。シャトレーゼも 
海道のロングシユ—卜が決まりだ 
し、11—9で折り返す。後半も一 
進一退の攻防が続くが残り6分の 
ところで日立•山岸が退場となり、 
遂にシャトレーゼが追いつき、結 
局 20120 で引き分けた。 


日一寸〇02521111700 
山藤崎道沢沼林寺原方原出 
ヤ 野 
['/ 丸 H 嶋海松黒小小江生高井 
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M 本津原永岸苗村田毛井鶴塚 

CB 岡梅菅神山尾中岡石新吉飯 
#0 00166040210 
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つたが、地力に勝るビ クタ1 は、 
スピ—ドに乗った自在の攻撃でシ 
ャ トレー ゼをふり切った。 


得 0011121112302 
门山藤崎道沢沼松寺方岸原宿 
ヤ 野 
CV 丸ェ嶋海松黒小小生山高宇 
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5'口橋藤田川條松本田藤岡内 

[0小高武長枝下平根太ェ永山 
得〇 051063141010 


◊11月12日 

(広島•広島県立体育館) 

日 本1 T 5 I 84 シャト 
ビクタ—3 (16 1 16 」2レーゼ 

〔戦評〕シャトレーゼはエース海 
道を中心に攻めるが、精彩を欠き、 
再三のペナルティースローもビク 
夕—の GK 小口の好守に阻まれ、 
チャンスをつぶした。 

後半は、シャトレーゼも元気を 
取りもどし、よく動いて互角に戦 


◊11月13日 

(宮城•県スポ—ツセンタ—) 
大__電気37(2116||1612〕28大和銀行 

〔戦評〕大和はバスを多用し、大 
崎がディフェンスを崩しにいくが 
ディフヱンスの壁は厚く容易では 
なかった。 

反面、大崎は金、、尹の力強い 
プ レー で得点を重ねていく。 これ 
に対し大和は、マンツーマン♦デ 
イフェンスから速攻で追いすがつ 
たが、追撃及ばず終了した。 


得〇 0103 2 416 2 〇 〇 〇 
S 見口田瀬村池本辺川瀬田尾 

b 増坂丸赤上小藤渡裝木松高 
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5々 玉秉 
d 宗森松須前梅江野鈴金尹 
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0 11 月 13 日 

(栃木•栃木市総合体育館) 

^ I 電 H 1291 UV 1 

〔戦評〕日立が PT で先制、先手 
をとられた立石も反撃するが、日 
立の GK の好守で得点できなかっ 
たが、中盤、山内、江口の活躍で 
19分に同点に追いつき、ディフヱ 
ンスも立ち直り日立のシユートを. 
カットし、それを速攻で決め、 さ 
らには比嘉のスカイブレーで加点 
し、前半を終えた。 

後半、立石の速い攻撃に日立が 
退場者を出し、その間に立石は速 
攻、スカイで4連続得点、その後 
も着実に加点し13分には16—8ま 
で差を広げた。日立も尾苗の活躍 
で追い上げたが、 21118 で立石の 
勝利となった。 


但寸〇 〇11〇1 11 11〇11 

W 本津原永田岸苗村田毛井鶴 

C 0 岡海菅神柳山尾中岡石新吉 
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審•社久聽： 


p 本島口内口中田嶋本津山嘉 

[5:岡川山山江田横野橋武中比 

得 00 01100 502 5 7 121 

◊11 月 19 日 
(山口 •下 関 市体育館) 

大崎電 i (1820||1214〕261 栃木 

〔戦評〕前半から大崎は金、日立 
は山荦を中心に点の取り合いとな 


るが、速攻、ポストプレーと攻撃 
が多彩な大崎がリードして折り返 
す。後半に入り、大崎は梅原、尹 
を中心に高く、厚いデイフヱンス 
からの速攻を決め差を広げた。 


得〇 00097061021 
5:]本津原永岸苗村田毛井鶴塚 

[ a 岡梅菅神山尾中岡石新吉飯 
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玉秉 

U 佐宗森松須前梅江野鈴金尹 
得〇 00 4063300 15 7 
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◊11 月 20 日 

(福岡•北九州市立総合体育館) 


立石電機 


3 18110 一 5日本 
2 〔15 l 5 j 1 ビ クタ — 


得〇 06101021. 210 

trl 口橋藤田川條松本田藤岡内 

CB 小高武長枝下平根太エ永山 
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5]本島 □ 内口中田嶋本津山嘉 

U 岡川山山江田横野橋武中比 
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15大和銀行 


7 分に逆転、その後も速攻、サィ 
ドにょり順調に得点を重ねた。 

◊11 月 23 日 
(愛知•豊田市体育館) 

シャ 
レーゼ" 

〔戦評〕勝負のポィントは前半残 
り 5 分にあった。海道を厚く守っ 
てリードを続けていた大和だが、 
退場者の出た間隙をついて海道が 
4 連続得点してシャトレ—ゼが抜 
け出した。大和は丸田を完全に止 
められ、最後まで波に乗れなかつ 
た0 


得〇 0022242300 
FP] 見田木瀬村池本辺川瀬田 


大. 


増丸鈴赤上小藤渡異木松 


5 

1 

( 2 ) 


山鹿 

〔戦評〕前半、ビクタ—は大型選 
手の厚いディフヱンスからの速い 
攻撃を生かし、点を重ねる。一方、 
立石はフェイント、カットインな 
どで得点し、前半は2点のリード 
でビクタ！が折り返す。後半、立 
石はデイフヱンスがよくまとまり、 
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22 
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h ) 藤葉崎道沢林寺原方岸俣宿 
ャ if 
cy エ千嶋海松小小江生山小宇 
得〇 031010101312 

◊11 月 26 日 

(三重•四日市市体育館) 

大 1 tINgA クタ— 

〔戦評〕大崎は立ち上が” 5 分に 

3-1とリー ドしたが、ビクタ^ — 

は相手のミスに乗じて速攻を決め 
15 分に 614 と逆転に成功。しか 
し、太崎は 18 分に金のシュ—卜で 
リ—ドを奪い、その後は多彩な攻 
撃で着々と加点、前半を 161 11 と 
した。後半に入ってもその差は縮 


まらず、大崎は金、尹を軸に余裕 
のあるゲーム運びで勝利を収めた。 


得〇ハ 
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I 橋藤川井松本田藤岡村内 

[ B 小高武枝松年根太 H 永中山 
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s 々 金尹 
U 佐宗森松須前梅江野鈴 
得〇 〇 〇 1 〇 2 53 <0 0117 
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◊11 月 26 日 

(石川•金沢市総合体育館) 
シャト 010198 立石電機 
レーゼ 2 〔 101 9 1 山 鹿 

〔戦評〕立ち上がりは、シャ トレ 
I ゼが海道のロング、松沢のサィ 
ドとテンポょく得点を重ね先行し 
たが、立石も野嶋の思ぃ切りのょ 
いロングで1点差と したと ころで 
前半が終了した〇後半に入っても、 
シャ トレー ゼは立石は守りの 乱れ 
もあって着実に得点を重ねた。立 
石も武津のロングなどで追い上げ 
たが、野嶋の負傷退場という不運 


得 0 00400 913010 
P 本口内田中田嶋本津山嘉島 


立： 


■岡山山江田横野橋武中比川 
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加藤一 T 
▼ 八日市屋 j P 


山崎道沢沼林寺原方岸宿藤 
ヤ , 

cy 丸嶋海松黒小小江生山宇ェ 
得〇19511001200 
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20 


も重なり、逆転はならなかった。 

◊11月 28 日 

(富山•高岡市民体育館) 

大和銀行 RI 8 T 4 u 810 j 日立栃木 

〔戦評〕大和は丸田を中心に快調 
なスタ^~卜を切るが、日立も丸田 
にマンツーにっき必死に食い下が 
る。しかし、それをかいくぐり、 
ステップ、ジャンブシュートがょ 
く決まり、前半を 4 点差で終る。 

後半に入り、日立は山岸を中心 
によく盛り返すが、大和•増見の 
キーピングにより思うように得点 
できず、前半の 4 点差が縮まらず 
試合終了となる。 


得〇 00044010540 
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一本津原永岸苗村田毛井鶴塚 


CB 岡梅菅神山尾中岡石新吉飯 

f V = 1 ^ ■ - ' 

K p f 薛•竹野一 
二1越田，！ 


G 


们見口田木瀬村池本辺川瀬田 

は増坂丸鈴赤上小藤渡異木松 
得 00 7201622200 
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〔前期順位〕 

①大崎電気 (5 勝)②立石電機山 
鹿 (3 勝2敗)③日本ビクタ 丨 
(3 勝2敗)④シャトレーゼ (2 
勝1分2敗)⑤大和銀行 (1 勝4 
敗) ⑥ 日立栃木 (1 分 4 敗)※ ② 
〜③位は、当該チームの対戦成績 
による。 
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昭和昍年度 A 級審査合格者 

池田加一（宮城）本田義昭（神奈川）松本宏（神奈川) 
高田和英（石川）渡辺貞彦（愛知）楓健児（愛知) 
木村真司（和歌山）田中邦彦（京都）福井孝明（大阪) 
佐藤利広（香川）切通孝幸（熊本） 

昭和83年度日級審査合格者 


小林斂（宮城) 
遠藤正伸（新潟） 
稲石典久（愛知) 
武智誠治（愛媛) 


守屋賢（宮城） 
大憲一（山形） 
佐々木義和（秋田） 
佐々木正徳（東京） 
井川修（埼玉） 
石井雄一（埼玉） 
水谷泰男（埼玉） 
雨谷秀樹（茨城） 
我孫子清規（神奈川） 
中村明裕（石川） 
神谷斎（三重） 
岸本光夫（京都） 
真嶋洋二（香川) 
大原雄二（高知） 
吉村浩（福岡） 
馬場口和久（鹿児島） 
吉本明人（山口） 


高橋善浩（山形） 
我孫子平（山形） 
佐藤文男（秋田） 
吉野茂（東京） 
平野延行（埼玉） 
太利幸男（埼玉） 
中野利一（埼玉） 
福田弘（茨城） 
斎田英二（神奈川） 
浜野大助（石川） 
坂本和寛（三重） 
酒井護（京都) 
多田宣行（香川） 
山本和弘（高知:) 
新荘悌男（福岡） 
久保田玄（広島） 
大塚尚子（岡山） 


鎌田聰（山形） 
青木薰（山形） 
今井典幸（群馬） 
江成元伸（東京） 
土屋雅男（埼玉） 
田中英俊（埼玉） 
伊藤治也（埼玉） 
堀井信也（神奈川） 
小口政則（長野） 
浅野幹也（愛知） 
源野幸次（大阪) 
太田泰史（京都) 
清水修（高知) 
武藤保宣（福岡) 
葦原大三（熊本) 
中尾芳樹（広島） 


我孫子功（山形） 
大沢由和（岩手） 
桜井勝（群馬） 
金城和貞（東京） 
青柳明（埼玉） 
飯野弘司（埼玉） 
山口剛之（埼玉） 
細井義彦(神奈川) 
成田守（新潟） 
桐下忠明（静岡） 
咲本薰（京都) 
坂井良至（愛媛) 
谷脇敦（高知） 
四宮重明（福岡） 
北島潤一（熊本) 
長谷実（広島） 


石川泰宏(神奈川) 
溝口博一（愛知) 
松原誠起（愛媛) 


佐藤靖（山形） 
佐藤睦朗（岩手） 
細木建夫（東京） 
吉田治（埼玉） 
阿部健二（埼玉） 
池田勝（埼玉） 
山田克彦（埼玉） 
松川純史(神奈川) 
藤崎孝（新潟） 
畑中忍（静岡） 
中森雅彦（京都） 
杉山孝広（香川） 
成岡浩（高知） 
谷新治（福岡） 
山川潔（熊本) 
高俊文（広島） 



あらゆる用途の特殊銅、そして各種機械製品の供給を通じて未来 
社会の建設に参加している大同特殊鋼。私たちのテクノロジーは、 
宇宙開発に、原子力開発に、そしてあらゆるエレクトロニクス産業 
に、いま大きく花開こうとしています。より豊かな明日を、あなたと 
ともに築くために-〇 


^大同特殊銅 

本社〒460名古屋市中区錦丨一丨 I 一18(興銀ビル） 
色 (052) 201 — 511 丨（大代) 

支社/東京 支店/大阪 
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視界、360。 


経済情勢の視界、良好ですか7 
時々刻々と移り変わる情報をい力 t すばやくキャッチして 
いかに的確な判断を下してし\くか。 


>資莲運-の条彳牛で瓦 
東洋詔券は、あなた © 資産運用の水先案内人^ 


ヽいサーヒス 


ヒ^^ v 明日へ母視界をひろげま炙 
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